
沖
ノ
島
出
土
馬
具
の
復
元
的
研
究

桃
㟢
　
祐
輔

は
じ
め
に

宗
像
市
沖
ノ
島
は
、
宗
像
神
湊
か
ら
対
馬
北
端
を
経
由
し
て
釜
山
・
蔚
山
に
向
か
う

国
際
航
路
上
の
要
衝
に
あ
り
、祭
祀
遺
構
二
三
か
所
か
ら
遺
物
約
８
万
点
が
出
土
し
た
。

う
ち
四
・
五
・
六
・
七
・
八
・
九
号
の
六
遺
跡
に
馬
具
を
伴
い
、
多
く
は
わ
ず
か
な
落
葉
に

覆
わ
れ
た
状
態
で
配
列
当
時
の
状
況
を
と
ど
め
て
出
土
し
た
。沖
ノ
島
は
、禁
忌
に
よ
っ

て
一
木
一
草
持
ち
出
し
が
禁
じ
ら
れ
、
祭
祀
遺
跡
も
古
代
か
ら
現
在
ま
で
ほ
ぼ
手
付
か

ず
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
文
化
財
保
護
の
意
識
が
希
薄
、
も
し

く
は
研
究
の
た
め
の
取
り
扱
い
が
現
在
と
は
異
な
る
時
代
に
、
沖
ノ
島
か
ら
奉
献
品
が

流
出
し
た
事
実
が
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
初
期
に
は
黒
田
長
政
が
切
支
丹

に
祭
祀
遺
物
を
持
ち
出
さ
せ
て
福
岡
城
内
に
置
く
も
、
神
職
に
返
却
し
て
島
内
の
谷
に

埋
め
さ
せ
た
。
ま
た
明
治
二
一
年
に
江
藤
正
澄
も
遺
物
の
一
部
を
持
ち
出
し
た
。
江
藤

は
神
職
の
傍
ら
、
福
岡
周
辺
で
多
数
の
遺
物
を
蒐
集
し
、
一
部
は
明
治
二
九
年
に
伊
勢

神
宮
徴
古
館
に
納
め
ら
れ
た
。
同
館
蔵
品
の
出
土
地
不
詳
の
金
銅
装
馬
具
類
に
、
沖
ノ

島
出
土
品
を
含
む
可
能
性
が
あ
る
（
図
一
）。
中
で
も
双
鳳
凰
文
杏
葉
の
文
様
板
は
、

藤
ノ
木
古
墳
馬
具
よ
り
も
精
巧
な
出
来
と
さ
れ
る
。
ま
た
心
葉
形
十
字
文
忍
冬
文
透
鏡

板
は
、
前
者
と
セ
ッ
ト
の
可
能
性
が
あ
る
。

沖
ノ
島
砲
台
の
守
備
兵
が
持
ち
出
し
た
山
形
県
致
道
博
物
館
の
銅
矛
な
ど
も
知
ら
れ

図一　伊勢神宮徴古館　出土地不詳馬具
１ 心葉形十字文忍冬文透鏡板
２ 双鳳凰文杏葉文様板
３ 心葉形鏡板・杏葉　４ 棘葉形唐草文透杏葉

図二　伝沖ノ島出土　金銅製香炉形製品
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て
い
る
ほ
か
、
奈
良
県
天
理
参
考
館
に
は
、
守
屋
美
好
氏
（
蒐
集
家
と
し
て
著
名
な
守

屋
孝
蔵
氏
の
子
息
）
の
蔵
品
中
よ
り
梅
原
末
治
氏
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
出
土
地
不
詳

馬
具
類
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
高
野
政
昭
一
九
九
一
）。
そ
の
内
訳
は
、
金
銅
装
鏡
板

３
枚
２
セ
ッ
ト
を
含
む
、
複
数
の
馬
具
セ
ッ
ト
に
由
来
す
る
も
の
だ
が
、
沖
ノ
島
出
土

の
杏
葉
や
辻
金
具
類
と
製
作
技
法
や
鋲
径
鋲
間
隔
な
ど
に
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
も
の

を
含
ん
で
お
り
、
特
に
心
葉
形
杏
葉
の
一
枚
は
、
内
区
の
残
存
透
彫
文
様
や
吊
鉤
金
具

の
構
造
な
ど
が
沖
ノ
島
七
号
遺
跡
の
十
字
形
辻
金
具
＋
心
葉
形
忍
冬
文
杏
葉
と
全
く
同

一
で
あ
る
。
こ
の
杏
葉
は
ま
た
、
同
じ
く
守
屋
美
好
氏
旧
蔵
品
の
心
葉
形
十
字
文
忍
冬

透
鏡
板
と
セ
ッ
ト
の
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。

戦
後
の
本
格
調
査
以
前
、
沖
ノ
島
の
祭
祀
遺
物
の
一
部
は
、
石
室
状
を
な
す
御
金
藏

（
四
号
遺
跡
）
に
二
次
的
に
集
積
さ
れ
て
い
た
。
柴
田
常
惠
氏
に
よ
る
と
、
大
正
年
間

御
金
蔵
の
整
理
が
行
わ
れ
、金
属
類
は
一
括
し
て
田
島
村
の
邊
津
宮
社
務
所
に
移
さ
れ
、

そ
れ
ら
の
中
に
は
鍍
金
の
残
存
す
る
も
の
も
あ
っ
た
（
柴
田
常
惠
一
九
二
七
）
と
い
う

か
ら
、
馬
具
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
存
し
な
い
。

よ
っ
て
馬
具
も
、
部
品
の
一
部
が
象
徴
的
に
供
献
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
当
初
は
完

全
な
セ
ッ
ト
で
供
献
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
風
雨
や
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
の
攪
乱
で
風

化
破
損
し
、
バ
ラ
バ
ラ
の
破
片
と
な
り
、
さ
ら
に
度
重
な
る
持
ち
出
し
で
セ
ッ
ト
が
棄

損
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
よ
っ
て
発
掘
調
査
で
回
収
さ
れ
た
沖
ノ

島
祭
祀
遺
物
は
、
過
去
の
供
献
遺
物
全
体
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。
沖
ノ

島
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
「
出
土
地
不
詳
品
」
と
の
対
比
も
含
め
、
本
来

の
奉
献
遺
物
を
復
元
す
る
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。

一
　
沖
ノ
島
出
土
馬
具
の
調
査
史

『
沖
ノ
島
』
で
は
、
原
田
大
六
氏
が
馬
具
類
を
報
告
し
た
。
７
号
遺
跡
の
王
塚
古
墳

と
同
タ
イ
プ
の
棘
付
剣
菱
杏
葉
や
辻
金
具
、
羽
人
透
彫
心
葉
形
杏
葉
、
棘
葉
形
杏
葉
、

歩
揺
付
雲
珠
、
鉄
製
銀
象
嵌
鉢
形
雲
珠
、
玉
虫
羽
雲
母
入
帯
先
金
具
、
８
号
遺
跡
の
金

線
象
嵌
鉄
製
鞍
、
歩
揺
付
雲
珠
等
か
ら
な
り
（
原
田
大
六
一
九
五
八
）、
６
世
紀
中
葉

～
後
半
の
も
の
が
主
体
で
あ
る
。『
宗
像　

沖
ノ
島
』
報
告
で
は
、
佐
田
茂
氏
が
４
号

遺
跡
（
御
金
蔵
）
の
帯
先
金
具
残
欠
、
鉸
具
、
菊
鋲
辻
金
具
、
歩
揺
残
欠
を
報
告
し
、

７
・
８
号
遺
跡
の
遺
物
の
一
部
が
二
次
的
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
と
判
明
し
た
（
佐
田

茂
一
九
七
九
）。
ま
た
松
本
肇
氏
が
報
告
し
た
６
号
遺
跡
で
は
、
有
蓋
銅
鋺
・
土
師
器

と
と
も
に
歩
揺
付
雲
珠
１
、
鉄
製
銜
な
ど
の
７
世
紀
前
半
代
の
馬
具
が
出
土
し
た
（
松

本
肇
一
九
七
九
）。
そ
の
後
、
重
住
真
紀
子
氏
は
上
原
孝
夫
氏
蔵
の
伝
沖
ノ
島
出
土
花

形
鏡
板
を
報
告
し
た
（
重
住
真
紀
子
二
〇
〇
五
）。

二
　
研
究
の
現
状
と
課
題

諫
早
直
人
氏
は
、
沖
ノ
島
の
新
羅
系
馬
具
の
う
ち
、
沖
ノ
島
Ａ
棘
葉
形
杏
葉
の
よ
う

な
扁
平
な
花
形
鋲
は
新
羅
古
墳
出
土
馬
具
に
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、「
新
羅
馬
具
の

影
響
を
強
く
受
け
つ
つ
も
大
加
耶
で
製
作
さ
れ
た
」
と
み
た
（
諫
早
直
人
二
〇
一
二
）。

二
〇
一
七
年
に
九
州
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
『
宗
像
・
沖
ノ
島
と
大
和
朝
廷
』
展

で
は
、
沖
ノ
島
出
土
の
金
銅
製
香
炉
状
品
が
注
目
さ
れ
た
。
か
つ
て
岡
村
秀
典
氏
は
こ
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の
特
異
な
遺
物
を
北
魏
製
と
み
た
（
岡
村
秀
典
二
〇
〇
七
）
が
、
市
元
塁
氏
は
北
朝
～

隋
の
絵
画
や
俑
に
み
ら
れ
る
馬
の
頸
総
と
呼
ば
れ
る
垂
れ
飾
り
の
可
能
性
を
指
摘
し
た

（
市
元
塁
二
〇
一
六
）。
桃
﨑
は
沖
ノ
島
７
号
遺
跡
の
祭
祀
遺
物
群
は
、様
々
な
集
団
が
、

異
な
る
祭
儀
神
話
に
沿
っ
て
執
行
し
た
儀
礼
の
集
積
で
あ
り
、
玉
類
・
武
器
・
馬
具
類

は
、『
日
本
書
紀
』
記
載
の
宗
像
神
誕
生
の
情
景
を
再
現
す
る
モ
ノ
ザ
ネ
で
あ
る
と
考

え
た
。
さ
ら
に
羽
人
杏
葉
が
南
北
朝
中
国
に
つ
な
が
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
（
桃
﨑
祐
輔
二
〇
一
七
）。
そ
の
後
桃
﨑
は
、「
沖
ノ
島
の
馬
具
」
で
、
沖
ノ
島
に

は
少
な
く
と
も
国
産
三
セ
ッ
ト
、
舶
載
七
セ
ッ
ト
、
合
計
一
〇
セ
ッ
ト
の
豪
華
な
金
銅

装
馬
具
が
供
献
さ
れ
、
実
用
的
な
素
環
轡
な
ど
は
な
く
、
六
世
紀
中
葉
を
上
限
、
七
世

紀
中
葉
を
下
限
と
し
、
継
体
・
欽
明
朝
の
交
替
期
か
ら
、
舒
明
朝
の
間
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
北
朝
も
し
く
は
隋
・
初
唐
前
後
の
頸
総
を
含
む
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た

（
桃
﨑
祐
輔
二
〇
一
八
ｂ
）。
し
か
し
中
国
在
外
研
究
の
一
時
帰
国
中
の
短
時
間
の
検
討

結
果
で
あ
り
、
十
分
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
桃
﨑
は
伝
津
屋
崎
出
土
龍
文
透
彫

鏡
板
の
検
討
に
際
し
、
天
理
参
考
館
蔵
の
楕
円
形
十
字
文
双
龍
文
透
鏡
板
（
高
野
政
昭

一
九
九
一
）
が
、
沖
ノ
島
七
号
遺
跡
出
土
の
心
葉
形
羽
人
文
透
彫
杏
葉
と
立
聞
金
具
の

法
量
・
形
状
・
構
造
、
鋲
径
や
鋲
間
隔
が
酷
似
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
沖
ノ
島
出
土
品

の
可
能
性
を
指
摘
し
た
（
桃
﨑
祐
輔
二
〇
二
〇
）。

三
　
研
究
の
方
法

沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
馬
具
類
は
、
少
な
く
と
も
一
〇
セ
ッ
ト
前
後
か
ら
な
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
長
年
風
雨
に
晒
さ
れ
て
腐
蝕
や
経
年
劣
化
、
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
な
ど
の

動
物
の
営
巣
や
植
物
の
成
長
に
よ
る
攪
乱
、
さ
ら
に
学
術
調
査
以
前
の
人
為
的
な
移
動

や
持
ち
出
し
な
ど
の
諸
要
因
が
重
な
り
、
奉
献
さ
れ
た
当
時
か
ら
み
れ
ば
、
全
体
の
ご

く
一
部
し
か
遺
存
し
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
セ
ッ
ト
関
係
を
た
ど
る
こ
と
が
非
常
に
む

つ
か
し
い
。
さ
ら
に
共
伴
遺
物
が
特
殊
な
う
え
年
代
幅
が
あ
る
た
め
、
年
代
の
絞
り
込

み
も
困
難
で
あ
り
、
そ
の
質
の
高
さ
や
、
舶
載
品
を
含
む
と
い
う
事
実
以
上
に
は
、
注

目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

し
か
し
そ
う
し
た
断
片
的
な
状
況
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
沖
ノ
島
の
馬
具
類
は

卓
越
し
た
質
量
を
示
し
、
当
時
の
対
外
交
渉
や
祭
祀
主
体
を
考
え
る
上
で
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
重
要
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
よ
っ
て
そ
の
全
体
像
の
詳
細
が
明
ら
か
に

な
れ
ば
、
そ
の
価
値
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
断
片

化
し
た
馬
具
類
が
、
本
来
ど
の
よ
う
な
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
手
続
き

を
踏
む
必
要
が
あ
る
。
馬
装
の
復
元
に
あ
た
っ
て
、
桃
﨑
は
か
つ
て
以
下
の
よ
う
な
手

順
を
想
定
し
た
（
桃
崎
祐
輔
二
〇
〇
二
）。

①	

各
部
品
の
類
例
を
集
成
し
、
そ
の
型
式
学
的
・
年
代
的
位
置
付
け
を
確
定
す
る
。

②	

部
品
の
出
土
状
態
、
構
造
、
類
例
の
セ
ッ
ト
関
係
か
ら
相
互
の
連
結
関
係
を
確
定

す
る
。

③	

部
品
が
少
な
い
部
分
や
遺
存
し
な
い
部
分
の
推
定
に
あ
た
っ
て
も
、
類
似
す
る
組

成
で
年
代
的
に
も
接
近
す
る
馬
装
セ
ッ
ト
の
パ
タ
ー
ン
を
分
析
し
、
最
も
蓋
然
性

の
高
い
も
の
に
絞
り
込
む
。

④	
そ
れ
で
も
復
元
が
難
し
い
下
鞍
や
障
泥
は
、
埴
輪
馬
・
石
馬
・
馬
俑
の
表
現
を
参

考
と
す
る
。

以
上
に
対
し
、
山
口
裕
平
氏
は
、
⑤
部
品
数
を
確
定
す
る
、
と
い
う
項
目
を
追
加
し
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た
（
山
口
裕
平
二
〇
〇
四
）。
沖
ノ
島
の
馬
具
で
は
、
そ
れ
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
が
、

類
例
と
の
対
比
や
、
残
存
個
体
か
ら
の
復
元
的
作
業
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
の
作
業
は

可
能
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
前
述
の
特
殊
状
況
を
踏
ま
え
、
本
論
で
は
以
下
の
よ
う
な
手
順
で
作
業
を
進

め
る
。

①	

沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
中
で
、馬
具
を
出
土
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
遺
跡
を
抽
出
し
、

出
土
状
態
や
共
伴
遺
物
を
検
討
す
る
。

②	

各
遺
跡
の
馬
具
出
土
状
態
の
把
握
に
も
と
づ
き
、
馬
具
の
セ
ッ
ト
関
係
を
地
点
的

に
分
離
す
る
。

③	

過
去
の
報
告
で
は
、
同
形
態
で
複
数
例
が
あ
る
も
の
は
、
最
も
遺
存
状
態
の
良
い

も
の
を
代
表
し
て
実
測
図
が
提
示
さ
れ
た
た
め
総
量
の
把
握
が
困
難
で
あ
っ
た
。

た
だ
遺
物
が
す
べ
て
国
宝
指
定
の
現
在
、
再
実
測
は
も
ち
ろ
ん
、
全
体
の
再
調
査

も
困
難
で
あ
る
。
よ
っ
て
報
告
書
の
記
述
・
掲
載
写
真
・
展
示
遺
物
の
検
討
に
基

づ
き
、
可
能
な
限
り
地
点
ご
と
様
相
を
把
握
す
る
。

④	

七
号
遺
跡
で
は
、
同
一
地
点
に
複
数
の
馬
具
セ
ッ
ト
が
供
献
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

確
実
視
さ
れ
る
。
よ
っ
て
馬
具
セ
ッ
ト
分
離
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
鏡
板
・
杏

葉
・
辻
金
具
・
鞍
な
ど
に
基
づ
き
②
を
更
に
細
分
す
る
。

⑤	

沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
出
土
馬
具
中
、
最
も
分
離
と
帰
属
決
定
が
困
難
な
の
は
数
が
多

く
微
細
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
歩
揺
付
雲
珠
類
で
あ
る
。
類
例
と
の
比
較
お

よ
び
出
土
地
点
に
よ
り
一
括
性
を
把
握
し
、
帰
属
す
る
ア
セ
ン
ブ
リ
ッ
チ
を
決
定

す
る
。

⑥	

前
提
整
理
が
終
わ
っ
た
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
出
土
馬
具
・
伝
沖
ノ
島
出
土
馬
具
を
舶

載
・
国
産
に
大
別
す
る
。

⑦	

出
土
状
態
、
他
の
類
似
セ
ッ
ト
と
の
比
較
な
ど
総
合
的
情
報
に
基
づ
き
、
個
別
の

馬
装
セ
ッ
ト
に
分
離
す
る
。

⑧	

抽
出
し
た
各
セ
ッ
ト
を
、
最
も
近
似
す
る
類
例
と
の
比
較
検
討
か
ら
そ
の
性
格
を

明
ら
か
に
す
る
。

⑨	

沖
ノ
島
の
各
セ
ッ
ト
の
馬
具
が
示
す
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
も
、
若
干
の
考
察
を

試
み
た
い
。

以
上
の
よ
う
な
手
順
が
求
め
ら
れ
る
が
、
現
状
で
不
可
能
な
作
業
は
、
将
来
の
課

題
と
し
、
可
能
な
範
囲
で
作
業
を
進
め
る
。

　

更
に
馬
装
の
復
元
は
、
以
下
の
よ
う
な
手
順
で
進
め
る
。

⑩	

馬
具
は
形
式
ご
と
に
鏡
板
轡
・
杏
葉
・
辻
金
具
・
雲
珠
・
鞍
金
具
・
鐙
金
具
等
の

組
み
合
わ
せ
に
特
有
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
沖
ノ

島
の
雑
多
な
馬
具
残
欠
を
、
形
式
ご
と
の
特
有
の
ア
セ
ン
ブ
リ
ッ
チ
に
分
類
・
整

理
す
る
。
ま
た
帰
属
す
る
セ
ッ
ト
が
ど
れ
か
判
断
が
難
し
い
物
も
、
吊
鉤
金
具
や

脚
部
の
幅
や
鋲
数
な
ど
を
考
慮
し
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
す
る
。

⑪	

馬
具
セ
ッ
ト
の
部
品
の
出
土
状
態
、
構
造
、
類
例
の
セ
ッ
ト
関
係
か
ら
相
互
の
連

結
関
係
を
推
定
す
る
。

⑫	

部
品
が
少
な
い
部
分
や
遺
存
し
な
い
部
分
に
つ
い
て
も
、
類
似
す
る
組
成
で
年
代

的
に
も
接
近
す
る
馬
装
セ
ッ
ト
の
パ
タ
ー
ン
を
分
析
し
、
最
も
近
似
す
る
も
の
と

同
様
な
も
の
で
復
原
を
こ
こ
ろ
み
る
。
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四
　
各
地
点
で
の
馬
具
の
出
土
状
態
と
伝
沖
ノ
島
出
土
品

一
　
七
号
遺
跡

沖
ノ
島
Ｄ
号
巨
岩
は
、
沖
津
宮
背
後
の
巨
岩
群
の
北
端
に
位
置
し
、
高
さ
六
・
五
ｍ

を
測
る
。
こ
の
巨
岩
は
、約
六
〇
度
の
角
度
で
参
道
に
庇
の
よ
う
に
せ
り
出
し
て
お
り
、

そ
の
下
の
岩
陰
全
域
に
遺
物
が
散
布
し
て
い
た
。
手
前
南
側
が
七
号
遺
跡
、
北
側
奥
が

八
号
遺
跡
で
あ
る
。
庇
の
張
り
出
し
た
岩
陰
に
沿
っ
て
大
小
の
割
石
が
敷
石
か
区
画
状

に
並
ん
で
い
る
が
、人
為
的
な
配
列
で
は
な
い
と
い
う
。
七
号
遺
跡
で
は
東
西
約
八
ｍ
、

南
北
約
三
・
五
ｍ
の
平
坦
面
全
体
に
撒
き
散
ら
さ
れ
た
よ
う
に
遺
物
が
出
土
し
た
。
空

間
の
中
央
部
に
は
鉄
鏃
、
鉄
刀
、
鉄
剣
や
ガ
ラ
ス
小
玉
、
滑
石
製
臼
玉
、
水
晶
製
切
子

玉
が
特
に
多
く
、
東
側
に
は
鉄
矛
や
挂
甲
、
盾
状
金
具
が
あ
り
、
そ
の
南
東
に
離
れ
て

水
晶
製
三
輪
玉
一
七
個
が
出
土
し
た
。
付
近
で
は
捩
環
頭
も
出
土
し
、
倭
装
大
刀
が
複

数
供
献
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
ほ
か
、
純
金
製
指
輪
や
唐
三
彩
な
ど
特
殊
遺
物
が

あ
り
、
総
点
数
は
約
二
〇
〇
〇
点
に
上
る
。
沖
ノ
島
の
中
で
も
突
出
し
た
質
・
量
を
誇

る
。
益
田
勝
実
氏
は
七
号
遺
跡
の
遺
物
の
種
類
と
出
土
状
態
を
詳
細
に
検
討
し
、
ア
マ

テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
オ
が
誓
約
し
て
宗
像
三
女
神
誕
生
し
た
神
話
の
情
景
を
再
現
す
る
た

め
、
盾
を
立
て
並
べ
、
甲
冑
や
弓
矢
で
武
装
し
た
人
物
と
、
金
銅
装
馬
具
を
装
着
し
た

騎
馬
人
物
が
対
峙
す
る
儀
礼
の
痕
跡
で
あ
る
と
考
察
し
た
（
益
田
勝
実
一
九
七
六
）。

西
側
（
向
か
っ
て
左
側
）
に
は
金
銅
装
の
馬
具
類
が
集
中
し
て
い
た
。
以
下
暫
定
的

に
下
記
の
よ
う
に
分
類
す
る
（
旧
称
は
桃
﨑
祐
輔
二
〇
一
八
b
で
の
呼
称
）。

Ａ
群
：
第
四
回
調
査
で
西
端
に
棘
葉
形
杏
葉
Ａ
四
点
が
集
中
出
土
。
菊
鋲
辻
金
具
と
併

せ
D
（
旧
Ａ
１
）
セ
ッ
ト
と
す
る
。

Ｂ
群
：
第
一
回
調
査
で
西
半
部
の
道
路
に
接
す
る
地
点
よ
り
心
葉
形
羽
人
文
杏
葉
五
点
、

棘
葉
形
杏
葉
Ｂ
一
点
、
金
銅
製
円
形
鞖
鉸
具
に
接
し
て
歩
揺
付
雲
珠
、
鉄
製
覆
輪
・

鉄
製
磯
金
具
鞍
一
式
、
鈴
類
、
環
状
雲
珠
片
、
楕
円
方
形
鉸
具
、
大
形
円
形
雲
珠
、

鉄
鈴
な
ど
が
折
り
重
な
っ
て
出
土
。
杏
葉
四
～
五
種
、
鞍
二
種
以
上
、
多
様
な
雲
珠
・

辻
金
具
よ
り
七
セ
ッ
ト
前
後
に
分
離
さ
れ
、
Ｆ
（
旧
Ｂ
１
）
セ
ッ
ト
（
金
銅
製
円
形

鞖
鉸
具
付
鞍
・
花
形
半
球
座
十
本
釣
手
歩
揺
飾
雲
珠
四
点
以
上
、
心
葉
形
羽
人
文
杏

葉
五
点
）・
Ｅ
（
旧
Ｂ
２
）
セ
ッ
ト
（
棘
葉
杏
葉
Ｂ
二
以
上
・
環
状
雲
珠
）・
Ａ
（
旧

Ｂ
３
）
セ
ッ
ト
（
棘
付
剣
菱
形
杏
葉
３
以
上
・
多
脚
雲
珠
・
無
却
雲
珠
）・
Ｂ
（
旧

Ｂ
４
）
セ
ッ
ト
（
楕
円
形
十
字
文
鏡
板
・
楕
円
形
三
葉
文
杏
葉
三
）・
Ｈ
（
Ｂ
７
）
セ
ッ

ト
（
八
弁
花
飾
十
字
形
辻
金
具
）
と
な
る
。

Ｃ
群
：
第
一
回
調
査
で
Ｂ
群
の
南
一
ｍ
か
ら
透
彫
帯
先
金
具
、
三
脚
菊
鋲
付
辻
金
具
、

歩
揺
付
雲
珠
が
出
土
。
こ
の
う
ち
透
彫
帯
先
金
具
を
Ｇ
（
旧
Ｃ
１
）
セ
ッ
ト
と
す
る
。

二
　
八
号
遺
跡

八
号
遺
跡
で
は
一
・
二
ｍ
×
一
・
五
ｍ
の
範
囲
か
ら
半
球
形
歩
揺
付
雲
珠
八
個
体
分
が

集
中
出
土
し
、
そ
の
東
側
か
ら
鉄
地
金
象
嵌
鞍
の
破
片
が
出
土
し
た
。
な
お
未
発
掘
部

分
が
残
る
と
さ
れ
る
。
鉄
地
金
銀
象
嵌
鞍
は
、
韓
国
慶
州
鶏
林
路
一
四
号
墳
の
龍
文
唐

草
象
嵌
鞍
二
点
が
著
名
で
あ
る
。
ま
た
栃
木
県
足
利
市
足
利
公
園
古
墳
群
の
鉄
地
銀
象

嵌
鞍
は
、
覆
輪
に
鱗
文
、
海
金
具
に
亀
甲
繋
文
・
鳳
凰
文
な
ど
を
施
す
が
、
文
様
の
形

骸
化
や
鉄
地
銀
象
嵌
刀
装
具
と
の
技
法
の
共
通
か
ら
国
産
品
と
み
ら
れ
る
。
八
号
遺
跡

金
銀
象
嵌
鞍
・
歩
揺
付
雲
珠
の
位
置
づ
け
は
難
し
い
が
、
暫
定
的
に
新
羅
製
の
舶
載
品
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と
み
て
お
き
た
い
。

三
　
伝
沖
ノ
島
出
土
　
花
形
杏
葉
セ
ッ
ト

重
住
真
紀
子
氏
は
上
原
孝
夫
氏
藏
（
現
在
は
九
州
国
立
博
物
館
寄
託
）
の
伝
沖
ノ
島

出
土
花
形
馬
具
を
報
告
し
た
（
重
住
真
紀
子
二
〇
〇
六
）。
報
告
で
は
杏
葉
と
判
断
さ

れ
て
い
る
が
、
中
央
の
円
形
区
画
の
形
状
や
立
聞
構
造
な
ど
か
ら
み
て
、
鏡
板
で
あ
っ

た
可
能
性
も
あ
る
。

な
お
七
号
遺
跡
で
出
土
し
た
辻
金
具
の
細
片
に
、
国
産
金
銅
装
馬
具
に
伴
う
タ
イ
プ

が
見
ら
れ
、
六
号
遺
跡
に
二
次
移
動
し
た
と
お
ぼ
し
き
鉄
製
銜
と
あ
わ
せ
、
上
原
氏
所

蔵
の
花
形
馬
具
と
一
連
の
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
Ｃ
セ
ッ
ト
と

す
る
。

四
　
伝
沖
ノ
島
出
土
　
香
炉
状
金
銅
製
品

「
全
体
の
姿
は
椀
の
形
で
あ
る
が
、
中
帯
に
双
竜
唐
草
文
を
浮
彫
に
し
、
上
下
帯
に

蓮
弁
を
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
下
端
の
輪
縁
に
は
小
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ

に
他
の
物
と
し
ば
り
合
せ
る
の
か
、
飾
り
を
つ
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
用
途
は
不
明

で
あ
る
が
上
面
の
中
央
に
は
方
形
の
孔
が
穿
た
れ
、
蓮
の
中
房
に
あ
た
る
所
に
は
一
字

を
刻
ん
で
い
る
。
判
読
し
た
所
で
は
甲
と
見
え
る
が
、
甲
か
申
か
い
ず
れ
に
し
ろ
十
干

か
十
二
支
で
、
一
連
の
番
号
を
組
合
か
順
序
を
示
す
符
合
で
は
な
か
ろ
う
か
。
上
面
の

蓮
弁
が
九
弁
で
あ
る
こ
と
は
、
特
異
な
分
割
法
で
あ
る
。
八
弁
を
通
例
と
す
る
こ
と
は

こ
の
時
代
に
は
珍
し
い
。
下
段
の
蓮
弁
も
同
様
の
彫
刻
様
式
で
あ
る
。
こ
の
蓮
弁
は
一

弁
に
子
葉
二
枚
を
並
べ
刻
み
、
複
子
葉
濶
弁
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
文
様
は
、

瓦
当
文
・
光
背
・
台
座
に
も
類
品
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
飛
鳥
時
代
に
盛
行
し
た
単
狭

弁
の
文
様
よ
り
次
の
時
代
に
降
っ
て
い
る
こ
と
は
お
の
ず
と
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か

も
奈
良
時
代
を
下
ら
な
い
こ
と
も
疑
な
い
で
あ
ろ
う
。

竜
文
は
頭
首
ま
た
唐
草
文
様
化
し
、
小
形
爪
形
文
で
表
現
さ
れ
る
龍
身
、
そ
の
中
央

部
上
下
に
反
転
す
る
龍
身
渦
状
文
、
四
脚
も
共
に
文
様
構
成
の
一
要
素
と
も
見
ら
れ
る
。

双
竜
は
同
方
向
に
ま
わ
り
、
体
の
屈
曲
も
大
差
は
な
い
が
細
部
に
亘
っ
て
は
一
致
す
る
所

が
な
い
。
竜
文
を
埋
め
る
唐
草
文
も
、
竜
身
と
相
俟
っ
て
自
由
な
文
様
を
形
成
す
る
こ

の
よ
う
な
文
様
と
形
を
作
り
あ
げ
た
金
工
の
技
を
秀
抜
な
ア
イ
デ
ア
と
し
て
賞
す
る
に

や
ぶ
さ
か
で
な
い
が
、
裏
面
か
ら
見
た
接
着
法
は
特
異
な
感
が
す
る
。
す
な
わ
ち
こ
の

器
は
上
帯
と
竜
文
帯
と
蓮
弁
下
帯
と
三
つ
の
部
分
を
接
着
さ
せ
て
い
る
。
上
・
中
段
の

接
着
は
か
さ
ね
着
け
で
あ
る
が
、
中
・
下
段
の
接
着
は
弁
の
数
だ
け
小
銅
板
を
切
っ
て

裏
あ
て
と
し
、
上
下
二
ヵ
所
で
鋲
留
め
に
し
た
も
の
で
あ
る
」（
原
田
大
六
一
九
五
八
）。

五
　
馬
具
の
検
討

一
　
国
産
馬
具
の
検
討

Ａ
セ
ッ
ト
：（
逸
：
子
持
剣
菱
付
ｆ
字
形
鏡
板
付
轡
）
＋
子
持
剣
菱
付
剣
菱
形
杏
葉
＋

責
金
具
付
十
字
形
辻
金
具
＋
長
方
形
金
銅
張
革
帯
金
具
＋
鉢
形
方
形
脚
責
金
具
雲
珠
＋

無
脚
鉢
形
花
形
雲
珠
（
図
三
）

七
号
遺
跡
の
棘
付
剣
菱
形
杏
葉
片
、
方
形
脚
辻
金
具
片
、
鉢
形
象
嵌
雲
珠
片
、
隆
起

付
革
帯
飾
金
具
、
鉢
形
方
形
脚
責
金
具
雲
珠
、
無
脚
鉢
形
花
形
雲
珠
は
、
国
産
の
子
持
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図三　沖ノ島７号遺跡　Ａセット（子持剣菱付 ｆ 字形鏡板付轡 ？ ＋ 子持剣菱付扁円剣菱形杏葉 ＋ 歩揺付雲珠）
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剣
菱
付
ｆ
字
形
鏡
板
付
轡
＋
子
持
剣
菱
付
扁
円
剣
菱
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
を
構
成
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
な
セ
ッ
ト
に
、
福
岡
県
桂
川
町
寿
命
王
塚
Ａ
セ
ッ
ト
・
大
阪

府
八
尾
市
河
内
愛
宕
塚
・
奈
良
県
御
所
市
條
池
南
古
墳
（
巨
勢
山
六
四
〇
号
墳
）・
長

野
県
飯
田
市
開
善
寺
古
墳
（
飯
沼
雲
彩
寺
古
墳
）
を
挙
げ
る
。

こ
の
う
ち
沖
ノ
島
七
号
遺
跡
例
と
同
形
同
大
の
子
持
剣
菱
付
剣
菱
形
杏
葉
を
伴
う
河

内
愛
宕
塚
古
墳
（
八
尾
市
歴
史
民
俗
資
料
館
一
九
九
四
）
は
、
奈
良
県
天
理
市
塚
穴

山
と
石
室
築
造
企
画
を
共
有
し
（
米
田
敏
行
一
九
九
六
）、
物
部
氏
の
有
力
者
の
墳
墓

と
考
え
ら
れ
物
部
尾
輿
な
ど
が
被
葬
者
の
候
補
と
な
る
。
條
池
南
古
墳
は
七
〇
〇
基

に
及
ぶ
巨
勢
山
古
墳
群
の
一
基
で
、
巨
勢
氏
の
古
墳
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
周
辺

の
群
集
墳
に
は
王
権
の
原
初
官
僚
層
を
も
包
括
す
る
と
の
意
見
も
あ
る
（
藤
田
和
尊

二
〇
〇
三
）。
ま
た
近
年
、
福
岡
県
古
賀
市
梅
尾
・
瓜
ヶ
内
二
七
号
墳
で
、
剣
菱
形
突

起
の
あ
る
鏡
板
付
轡
が
出
土
し
た
。静
岡
県
藤
枝
市
八
幡
二
号
墳
で
は
、素
環
轡
二
セ
ッ

ト
の
い
ず
れ
か
に
伴
っ
て
十
字
形
辻
金
具
・
小
型
子
持
剣
菱
付
剣
菱
形
杏
葉
五
・
鋳
銅

鈴
一
・
馬
鐸
五
・
半
球
形
花
文
雲
珠
・
壺
鐙
兵
庫
鎖
鋳
銅
鈴
が
出
土
し
た
（
榛
原
町
教

育
委
員
会
一
九
八
六
）。
こ
の
セ
ッ
ト
か
ら
み
て
、
沖
ノ
島
七
号
遺
跡
の
半
球
形
花
文

雲
珠
も
、
子
持
剣
菱
付
剣
菱
形
杏
葉
に
伴
う
セ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
た

だ
沖
ノ
島
出
土
品
で
は
確
実
に
頭
絡
や
ｆ
字
形
鏡
板
付
轡
と
判
断
で
き
る
部
品
が
確
認

出
来
な
い
。よ
っ
て
桂
川
町
寿
命
王
塚
古
墳
Ａ
セ
ッ
ト
の
推
定
頭
絡
を
参
考
に
示
す（
図

三
上
段
）（
京
都
帝
國
大
學
一
九
三
九
）

ｆ
字
形
鏡
板
付
轡
・
楕
円
形
十
字
文
鏡
板
＋
扁
円
剣
菱
形
杏
葉
の
セ
ッ
ト
に
、
剣
菱

形
や
鈎
形
の
子
持
突
起
を
追
加
し
た
馬
具
は
、
大
阪
府
北
部
の
北
摂
津
地
域
に
集
中

し
、
梶
原
Ｄ
―
一
号
墳
で
楕
円
形
十
字
文
鏡
板
＋
鈎
状
突
起
付
扁
円
剣
菱
形
杏
葉
（
名

神
高
速
道
路
内
遺
跡
調
査
会
一
九
九
八
）、
継
体
陵
と
目
さ
れ
る
今
城
塚
古
墳
で
も
、
楕

円
形
突
起
付
扁
円
剣
菱
形
杏
葉
が
出
土
し
て
お
り
（
高
槻
市
立
今
城
塚
古
代
歴
史
館

二
〇
一
六
）、
継
体
・
安
閑
・
宣
化
朝
ゆ
か
り
の
馬
具
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
韓
国
固
城

松
鶴
洞
一
号
墳
Ｄ
号
遺
構
で
も
鈎
状
突
起
付
剣
菱
形
杏
葉
が
出
土
し
て
い
る
（
張
允
禎

二
〇
〇
五
）。

河
内
愛
宕
塚
で
は
、
子
持
剣
菱
付
ｆ
字
形
鏡
板
・
子
持
扁
圓
剣
菱
形
杏
葉
と
、
花
弁

状
象
嵌
の
あ
る
四
脚
辻
金
具
類
が
セ
ッ
ト
を
な
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
田
中
一
廣

一
九
九
七
）
が
田
中
氏
の
尻
繋
馬
装
推
定
に
は
異
論
が
あ
る
（
宮
代
栄
一
二
〇
〇
三
）。

沖
ノ
島
の
銀
象
嵌
辻
金
具
・
雲
珠
は
破
片
化
し
て
い
る
が
、
低
い
鉢
形
で
、
無
脚
か
、

単
純
な
方
形
脚
が
つ
い
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、
Ａ
セ
ッ
ト
に
帰
属
す
る
と
判
断
す
る
。

鉢
形
部
の
上
面
に
銀
象
嵌
で
花
弁
状
の
文
様
を
象
嵌
す
る
。
類
例
で
最
も
遡
る
の
は
、

千
葉
県
江
子
田
金
環
塚
で
、
新
式
ｆ
形
鏡
板
付
轡
・
鐘
形
杏
葉
に
伴
っ
て
鉢
形
の
銀
象

嵌
雲
珠
・
辻
金
具
が
出
土
し
Ｍ
Ｔ
一
五
型
式
の
須
恵
器
を
伴
う
。
Ｔ
Ｋ
一
〇
期
以
降
の

寿
命
王
塚
古
墳
、
Ｍ
Ｔ
八
五
期
の
南
塚
Ｃ
セ
ッ
ト
、
Ｔ
Ｋ
四
三
期
の
藤
ノ
木
Ｂ
セ
ッ
ト

に
も
こ
の
種
の
雲
珠
・
辻
金
具
が
見
ら
れ
る
（
松
浦
宇
哲
二
〇
〇
四
）。

以
上
の
う
ち
、
六
世
紀
前
葉
の
石
光
山
八
号
で
七
脚
の
環
状
雲
珠
か
ら
放
射
状
四
条

に
方
形
波
状
列
点
文
金
具
を
六
・
七
個
ず
つ
合
計
二
六
個
前
後
を
連
結
し
た
も
の
が
現

れ
る
。
ほ
ぼ
同
時
期
頃
か
後
出
の
大
須
二
子
塚
古
墳
で
は
方
形
に
交
差
文
を
表
現
し
た

革
帯
飾
金
具
と
な
る
が
、
数
が
少
な
い
の
で
頭
絡
の
部
品
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

革
帯
飾
金
具
は
、
長
方
形
金
具
の
上
面
に
半
球
を
四
つ
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
隅

丸
方
形
の
隆
起
を
伴
う
。
こ
の
種
の
金
具
は
、
祖
型
と
思
わ
れ
る
も
の
が
長
野
県
須

坂
市
八
丁
鎧
塚
を
は
じ
め
と
す
る
打
ち
出
し
鬼
面
文
帯
金
具
に
求
め
ら
れ
（
山
本
孝
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文
二
〇
一
四
）、
そ
の
退
化
し
た
も
の
が
兵
庫
県
神
戸
市
中
村
五
号
墳
（
阿
久
津
久

一
九
六
九
）
で
帯
金
具
と
し
て
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
に
波
状
列
点
文
を
追
加
し
た
も

の
が
馬
具
の
尻
繋
の
革
帯
に
採
用
さ
れ
、
類
例
は
福
岡
県
宗
像
市
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
、

古
賀
市
花
見
古
墳
、
和
歌
山
県
和
歌
山
市
岩
橋
千
塚
、
奈
良
県
斑
鳩
町
藤
ノ
木
Ｂ
組
、

奈
良
県
御
所
市
石
光
山
八
号
墳
、
奈
良
県
御
所
市
市
尾
墓
山
、
大
阪
府
八
尾
市
河
内
愛

宕
塚
、
愛
知
県
名
古
屋
市
大
須
二
子
山
、
岡
崎
市
神
明
宮
二
号
墳
、
長
野
県
飯
田
市
御

猿
堂
な
ど
六
世
紀
前
半
～
中
葉
の
例
が
あ
る
（
桃
﨑
祐
輔
二
〇
〇
二
）。

ま
た
熊
本
県
熊
本
市
打
越
稲
荷
山
古
墳
で
は
、
長
方
形
に
半
球
形
隆
起
を
持
ち
そ
の

頂
部
に
一
鋲
を
打
ち
両
端
に
素
文
の
責
金
具
を
伴
う
革
帯
金
具
が
一
〇
点
出
土
し
て
い

る
。
打
越
稲
荷
山
の
棘
葉
形
杏
葉
は
、
吊
鉤
金
具
に
菊
鋲
を
打
っ
て
お
り
、
大
伽
耶
製

品
か
、
こ
れ
を
忠
実
に
模
倣
し
た
初
期
の
倭
製
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
類
似
す
る
の

が
大
阪
府
南
塚
古
墳
例
で
、
鐘
形
鏡
板
・
杏
葉
と
セ
ッ
ト
と
考
え
ら
れ
る
、
長
方
形
に

半
球
形
隆
起
を
も
ち
そ
の
両
側
に
縦
列
三
～
四
個
の
笠
鋲
を
打
ち
両
端
に
刻
み
目
付
き

の
責
金
具
を
伴
う
変
則
的
な
革
帯
金
具
が
短
二
、
長
六
の
合
計
八
点
が
出
土
し
た
（
近

つ
飛
鳥
資
料
館
一
九
九
八
）。
南
塚
の
鐘
形
馬
具
は
従
来
、
北
朝
系
の
舶
載
品
と
見
ら

れ
て
き
た
（
小
野
山
節
一
九
九
○
）
が
、
滋
賀
県
甲
塚
古
墳
の
よ
う
な
大
伽
耶
系
の
鐘

形
鏡
板
か
ら
発
展
し
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
ら
は
大
伽
耶
系
の
舶
載
品
の
初
期

の
模
倣
品
と
い
う
共
通
点
が
窺
え
る
。

花
見
古
墳
例
は
無
棘
の
ｆ
字
形
鏡
板
付
轡
＋
扁
円
剣
菱
形
杏
葉
セ
ッ
ト
に
伴
う
。
大

阪
府
青
松
塚
と
馬
具
の
規
格
が
一
致
す
る
と
聞
き
及
ん
で
い
る
た
め
、
継
体
朝
の
糟
屋

屯
倉
設
置
に
伴
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

河
内
愛
宕
塚
古
墳
で
は
棘
付
ｆ
字
形
鏡
板
付
轡
・
剣
菱
形
杏
葉
に
伴
っ
て
波
状
列
点

文
と
隆
起
を
伴
う
革
帯
金
具
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
棘
付
剣
菱
形
杏
葉
は
寿
命
王
塚
の

も
の
が
著
名
だ
が
、
同
形
同
大
の
杏
葉
が
宗
像
沖
ノ
島
で
出
土
し
て
い
る
点
か
ら
す
れ

ば
、
沖
ノ
島
出
土
の
革
帯
金
具
も
河
内
愛
宕
塚
タ
イ
プ
の
馬
装
の
一
部
で
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。

市
尾
墓
山
古
墳
で
は
轡
の
形
状
が
不
明
だ
が
、
異
形
剣
菱
形
杏
葉
や
鳥
嘴
形
居
木
先

飾
金
具
と
と
も
に
辻
金
具
に
鋲
で
鍛
接
し
た
状
態
の
も
の
を
含
め
革
帯
金
具
が
七
〇
個

体
も
出
土
し
て
い
る
。な
お
市
尾
墓
山
は
継
体
朝
の
大
臣
と
な
っ
た
巨
勢
男
人（
五
二
九

没
）
の
墓
と
す
る
見
解
（
河
上
邦
彦
一
九
八
四
）
が
あ
る
一
方
、
巨
勢
氏
の
台
頭
を
七

世
紀
以
降
と
み
て
、市
尾
墓
山
を
蘇
我
氏
の
祖
の
墓
と
す
る
白
石
太
一
郎
氏
の
見
解（
白

石
太
一
郎
二
〇
一
六
）
も
あ
る
。
同
巧
の
沖
ノ
島
Ａ
セ
ッ
ト
は
、
継
体
二
十
三
年
に
伽

耶
で
軍
事
活
動
を
行
な
い
、
翌
年
失
政
で
の
帰
路
、
対
馬
で
没
し
た
近
江
毛
野
や
、
任

那
四
県
割
譲
問
題
に
関
わ
っ
た
穂
積
臣
押
山
ら
も
供
献
者
の
候
補
と
な
ろ
う
。

こ
れ
に
後
続
す
る
藤
ノ
木
古
墳
Ｂ
組
で
は
、
鐘
形
杏
葉
・
鏡
板
に
伴
っ
て
合
計
五
〇

個
以
上
と
い
う
や
は
り
異
常
に
多
数
の
革
帯
金
具
が
使
わ
れ
て
お
り
、
鞍
の
覆
輪
構
造

や
鳥
嘴
形
居
木
先
金
具
の
共
通
な
ど
か
ら
、
市
尾
墓
山
の
系
譜
を
引
く
馬
装
と
考
え
ら

れ
る
。

よ
っ
て
こ
の
種
の
革
帯
金
具
は
、
大
伽
耶
系
の
鐘
形
・
棘
葉
形
意
匠
の
馬
具
に
伴
っ

て
朝
鮮
半
島
か
ら
舶
載
さ
れ
、
大
伽
耶
系
馬
具
の
構
造
を
摂
取
し
た
新
式
の
金
銅
装
ｆ

字
鏡
板
・
剣
菱
杏
葉
の
セ
ッ
ト
に
採
用
さ
れ
る
一
方
、
国
産
化
さ
れ
た
鐘
形
鏡
板
・
杏

葉
や
棘
葉
形
鏡
板
・
杏
葉
の
セ
ッ
ト
に
も
継
承
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
以
上
、
朝
鮮

半
島
の
帯
金
具
類
が
、
馬
具
の
革
帯
金
具
類
に
取
り
込
ま
れ
、
こ
れ
が
列
島
で
模
倣
、

定
着
し
て
い
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
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Ｂ
セ
ッ
ト
：（
逸
：
楕
円
形
十
字
文
鏡
板
）
＋
楕
円
形
三
葉
文
杏
葉
（
図
四
）

楕
円
形
三
葉
文
杏
葉
は
、
楕
円
形
十
字
文
鏡
板
付
轡
と
セ
ッ
ト
を
な
し
、
滋
賀
県
鴨

稲
荷
山
古
墳
や
京
都
府
物
集
女
車
塚
古
墳
な
ど
、
北
摂
を
取
り
巻
く
琵
琶
湖
・
淀
川
水

系
に
分
布
中
心
が
あ
り
、
奈
良
盆
地
に
希
薄
な
分
布
か
ら
、
継
体
・
安
閑
・
宣
化
朝
に

関
わ
る
馬
具
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
沖
ノ
島
七
号
遺
跡
例
は
、
三
葉
部
に
疑
似
鋲
表

現
が
施
さ
れ
る
点
で
や
や
特
異
で
あ
る
。

Ｃ
セ
ッ
ト
：（
逸
：
花
形
鏡
板
）
＋
鉄
製
銜
＋
辻
金
具
＋
花
形
杏
葉
（
図
五
）

重
住
真
紀
子
氏
は
上
原
孝
夫
氏
蔵
の
伝
沖
ノ
島
出
土
花
形
杏
葉
を
報
告
し
た
（
重
住

真
紀
子
二
〇
〇
五
）
が
、
報
告
さ
れ
た
資
料
は
遊
離
し
た
花
形
鏡
板
の
可
能
性
も
排
除

で
き
な
い
。
花
形
鏡
板
・
杏
葉
は
、
福
島
か
ら
熊
本
ま
で
の
範
囲
に
約
四
〇
例
が
散
在

し
、
福
岡
県
下
に
は
七
例
が
集
中
し
、
上
宮
王
家
に
奉
仕
し
た
壬
生
部
の
分
布
と
重
な

る
。
筆
者
の
花
形
馬
具
編
年
で
は
最
終
段
階
に
あ
た
る
も
の
で
、
輪
郭
の
不
明
瞭
化
と

珠
文
の
く
ず
れ
が
著
し
く
進
行
し
て
い
る
（
桃
﨑
祐
輔
二
〇
一
二
）。
こ
の
馬
具
が
確

実
に
沖
ノ
島
出
土
品
で
あ
る
場
合
、
セ
ッ
ト
を
な
す
と
想
定
さ
れ
る
部
品
が
ご
く
少
量

存
在
す
る
。
ま
ず
六
号
遺
跡
で
は
、
歩
揺
付
雲
珠
・
鉄
製
銜
・
蓋
付
銅
鋺
が
出
土
し
た
。

こ
の
う
ち
歩
揺
付
雲
珠
は
、
半
球
座
五
本
吊
手
で
、
七
号
遺
跡
で
同
型
品
が
二
〇
点
出

土
し
、
新
羅
系
の
Ｆ
セ
ッ
ト
の
一
部
が
六
号
遺
跡
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
除
外

す
る
。
こ
れ
に
対
し
鉄
製
銜
は
、
国
産
の
鏡
板
轡
に
伴
う
残
欠
と
考
え
る
。
さ
ら
に
七

号
遺
跡
で
は
、
半
球
形
に
近
い
鉢
形
の
本
体
に
十
字
形
に
半
円
形
脚
四
点
が
つ
く
辻
金

具
の
小
破
片
が
出
土
し
、
花
形
馬
具
な
ど
古
墳
時
代
後
期
後
半
～
終
末
期
の
国
産
馬
具

に
伴
っ
て
見
い
だ
さ
れ
る
規
格
品
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
花
形
鏡
板
＋
杏
葉
＋
半
球

図四　沖ノ島７号遺跡　Ｂセット（十字文楕円形鏡板付轡＋楕円形三葉文杏葉）
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図五　沖ノ島６・７号遺跡　Ｃセット（花形鏡板付轡鉄製銜？＋花形杏葉＋半球形四脚辻金具）

図六　千葉県成東町駄ノ塚古墳　心葉形連珠文杏葉・歩揺付雲珠セット
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形
四
脚
辻
金
具
の
セ
ッ
ト
を
推
定
す
る
。

福
岡
県
行
橋
市
徳
永
泉
古
墳
で
は
、
花
形
鏡
板
付
轡
・
杏
葉
が
一
セ
ッ
ト
の
み
出
土

し
、
一
対
二
点
の
花
形
鏡
板
を
伴
う
轡
、
コ
ハ
ゼ
形
金
具
四
点
、
頭
絡
に
伴
う
刺
金
の

な
い
鉸
具
四
点
、
鉢
上
に
宝
珠
形
飾
の
あ
る
四
脚
辻
金
具
四
点
、
鉢
上
に
宝
珠
形
飾
の

あ
る
、
責
金
具
を
伴
わ
な
い
八
脚
の
雲
珠
一
点
、
鞍
に
伴
う
シ
オ
デ
一
対
二
点
、
木
製

壺
鐙
部
品
と
考
え
ら
れ
る
大
型
の
鉸
具
一
対
二
点
、
腹
帯
の
可
能
性
が
あ
る
大
型
鉸
具

徳
永
泉
は
Ｄ
類
だ
が
、両
者
が
近
似
す
る
馬
装
で
あ
る
と
仮
定
し
て
復
元
を
試
み
れ
ば
、

一
点
か
ら
な
る
（
行
橋
市
教
育
委
員
会
二
〇
〇
二
）。
伝
沖
ノ
島
の
花
形
馬
具
は
Ａ
類
、

尻
繋
は
、
八
脚
雲
珠
の
う
ち
、
両
側
と
後
方
の
三
脚
に
三
点
の
杏
葉
を
Ｔ
字
形
に
配
し
、

脚
間
の
二
脚
か
ら
尻
尾
に
か
け
る
帯
を
ル
ー
プ
状
に
派
生
さ
せ
た
と
推
定
で
き
る
。

な
お
千
葉
県
駄
ノ
塚
古
墳
の
鏡
板
付
轡
・
杏
葉
は
、
形
状
は
心
葉
形
だ
が
、
内
区
に

は
連
珠
文
を
配
し
、
花
形
馬
具
の
亜
種
（
キ
メ
ラ
）
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
国
産
と
考

え
ら
れ
る
が
、
半
球
形
歩
揺
付
雲
珠
と
セ
ッ
ト
で
あ
る
点
が
特
異
で
あ
る
（
大
久
保
奈

奈
一
九
九
六
）。
こ
れ
ら
の
歩
揺
付
半
球
形
雲
珠
は
や
や
大
型
で
、
沖
ノ
島
八
号
遺
跡

出
土
の
八
点
や
群
馬
県
綿
貫
観
音
山
歩
揺
付
雲
珠
の
う
ち
大
型
品
四
点
と
対
比
さ
れ

る
。
歩
揺
付
雲
珠
の
多
く
は
一
般
的
に
舶
載
品
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
群
馬
県
高
崎

市
綿
貫
観
音
山
古
墳
出
土
馬
具
の
歩
揺
付
雲
珠
の
う
ち
に
は
、
国
産
の
榊
（
サ
カ
キ
）

材
を
使
用
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
（
群
馬
県
教
育
委
員
会
・
㈶
群
馬

県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
一
九
九
九
）、
国
産
の
歩
揺
付
雲
珠
の
存
在
は
ほ
ぼ
確
実

視
さ
れ
る（
諫
早
直
人
二
〇
二
〇
）。駄
ノ
塚
古
墳
例
を
念
頭
に
置
け
ば
、沖
ノ
島
Ｃ
セ
ッ

ト
の
花
形
馬
具
類
が
八
号
遺
跡
の
歩
揺
付
雲
珠
と
セ
ッ
ト
を
な
す
可
能
性
も
排
除
で
き

な
い
が
、
出
土
状
態
や
通
例
か
ら
み
て
そ
の
可
能
性
は
低
い
と
考
え
る
。

図七　沖ノ島７号遺跡　Ｄセット（菊鋲打心葉形十字文鏡板付轡？＋菊鋲打棘葉形杏葉）
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二
　
舶
載
馬
具
の
検
討

D
セ
ッ
ト
：（
逸
：
心
葉
形
十
字
文
鏡
板
付
轡
）・
棘
葉
形
杏
葉
Ａ
・
菊
鋲
打
辻
金
具

棘
葉
形
杏
葉
Ａ
は
小
一
・
大
三
の
四
点
か
ら
な
り
、
肩
が
張
る
が
立
聞
幅
は
極
端
に
狭

く
、
細
長
い
吊
金
具
に
は
責
金
具
を
介
し
て
三
点
の
菊
鋲
を
打
つ
。
裾
が
大
き
く
広
が

り
下
縁
が
鋭
く
尖
る
五
棘
形
の
内
部
は
雄
渾
な
渦
巻
状
の
ハ
ー
ト
形
唐
草
文
で
充
填

し
、
縁
部
に
菊
鋲
一
二
点
を
打
つ
見
事
な
出
来
栄
え
で
あ
る
。
金
銅
板
を
キ
ャ
ッ
プ
状

に
高
く
打
ち
出
し
、
細
い
脚
部
に
菊
鋲
を
打
つ
小
型
辻
金
具
と
セ
ッ
ト
を
な
す
。
諫
早

直
人
氏
に
よ
れ
ば
、扁
平
な
菊
形
鋲
の
馬
具
は
大
伽
耶
製
品
の
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。

以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
、
Ｄ
セ
ッ
ト
は
、
細
い
吊
鉤
金
具
に
菊
形
鋲
を
一
列
に
打
つ
、

細
い
立
聞
で
、
心
葉
形
輪
郭
の
鏡
板
に
、
金
銅
製
打
出
キ
ャ
ッ
プ
状
銜
留
を
心
葉
形
十

字
形
縁
金
を
置
い
て
、
疎
ら
な
間
隔
で
鋲
留
し
た
鏡
板
付
轡
を
伴
っ
て
い
た
可
能
性
が

高
く
、
そ
の
形
状
は
、
韓
国
湖
巖
美
術
館
金
東
鉉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
伝
高
霊
池
山
洞
出

土
の
心
葉
形
十
字
文
透
鏡
板
付
轡
＋
心
葉
形
重
圏
三
葉
文
杏
葉
セ
ッ
ト
の
鏡
板
轡
（
湖

巖
美
術
館
一
九
九
七
）
に
最
も
近
く
、
ま
た
天
理
大
学
蔵
の
宮
崎
県
高
鍋
町
持
田
五
六

号
墳
出
土
の
心
葉
形
重
圏
十
字
文
透
鏡
板
付
轡
＋
心
葉
形
重
圏
三
葉
文
杏
葉
の
吊
鉤
金

具
（
宮
代
栄
一
一
九
九
五
）
を
細
く
華
奢
に
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
製
作
地
は
韓
国
慶
尚
北
道
高
霊
池
山
洞
周
辺
、
大
伽
耶
国
に
求
め
ら
れ
る
。
ま
た

そ
の
馬
装
を
み
る
と
、高
霊
池
山
洞
は
辻
金
具
や
雲
珠
に
金
銅
板
打
出
を
多
用
す
る
が
、

持
田
五
六
号
は
環
状
鉢
部
に
イ
モ
ガ
イ
を
嵌
入
す
る
構
造
で
あ
り
、
沖
ノ
島
Ｄ
は
、
打

出
鉢
に
細
い
脚
が
つ
く
小
型
辻
金
具
が
六
点
ほ
ど
出
土
し
て
お
り
、
高
霊
池
山
洞
に
近

い
構
造
を
と
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

Ｅ
セ
ッ
ト
：（
逸
：
心
葉
形
十
字
文
鏡
板
付
轡
）
＋
棘
葉
形
杏
葉
Ｂ
＋
イ
モ
ガ
イ
嵌
入

辻
金
具
＋
イ
モ
ガ
イ
嵌
入
環
状
雲
珠

七
号
遺
跡
の
棘
葉
形
杏
葉
Ｂ
は
、
完
形
一
点
、
文
様
板
が
剥
離
し
た
破
片
一
個
体

分
の
二
点
が
確
認
で
き
る
が
総
数
は
不
明
で
あ
る
。
五
棘
輪
郭
で
内
区
は
上
端
か
ら

垂
下
す
る
二
股
蕨
手
文
の
下
に
ハ
ー
ト
形
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
を
あ
し
ら
う
。
立

聞
は
小
さ
く
、
細
く
短
い
舌
状
吊
鉤
金
具
に
小
鋲
を
三
点
打
つ
。
類
似
す
る
文
様

構
成
の
棘
葉
形
杏
葉
は
慶
州
壺
杅
塚
・
昌
寧
桂
城
Ⅲ
地
区
一
号
墳
な
ど
六
世
紀
第

前
半
の
新
羅
古
墳
で
出
土
し
て
い
る
た
め
、
新
羅
製
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
よ

り
大
型
で
、
吊
鉤
金
具
の
形
状
を
含
め
六
世
紀
中
葉
の
慶
州
皇
南
里
一
五
一
号
墳
や

固
城
松
鶴
洞
一
Ｃ
号
墳
に
近
く
、
両
者
の
中
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
（
桃
﨑
祐
輔

二
〇
〇
一・
二
〇
〇
二
、二
〇
一
四
）。
慶
州
鶏
林
路
一
四
号
墳
で
は
、
三
セ
ッ
ト
の
馬
具

が
出
土
し
て
お
り
（
国
立
慶
州
博
物
館
二
〇
一
〇
）、
仮
Ａ
セ
ッ
ト
は
、
楕
円
形
十
字

文
鏡
板
付
轡
＋
心
葉
形
透
彫
杏
葉
＋
棘
葉
形
透
彫
ガ
ラ
ス
嵌
入
杏
葉
＋
鉄
地
銀
象
嵌
龍

唐
草
文
鞍
＋
イ
モ
ガ
イ
嵌
入
四
脚
雲
珠
・
辻
金
具
＋
ガ
ラ
ス
嵌
入
四
脚
雲
珠
・
辻
金
具

＋
木
心
鉄
板
張
輪
鐙
、
仮
Ｂ
セ
ッ
ト
は
棘
葉
形
＋
鉢
形
四
脚
辻
金
具
＋
鉢
形
六
脚
雲
珠

＋
鉄
地
銀
象
嵌
龍
文
鞍
＋
鉄
製
輪
鐙
，
仮
Ｃ
セ
ッ
ト
は
鑣
轡
＋
イ
モ
ガ
イ
嵌
入
四
脚
辻

金
具
＋
龍
文
覆
輪
付
鬼
面
文
鞖
鞍
＋
鉄
製
輪
鐙
か
ら
な
る
と
判
断
す
る
。
沖
ノ
島
七
号

遺
跡
で
も
、
イ
モ
ガ
イ
が
脱
落
し
た
と
考
え
ら
れ
る
環
状
四
脚
辻
金
具
・
六
脚
雲
珠
で
、

舌
状
脚
に
小
鋲
を
三
点
打
つ
も
の
が
複
数
出
土
し
て
お
り
、
棘
葉
形
杏
葉
Ｂ
と
セ
ッ
ト

で
あ
っ
た
と
類
推
で
き
る
。
以
上
よ
り
、沖
ノ
島
Ｅ
セ
ッ
ト
は
、意
匠
は
異
な
る
も
の
の
、

鶏
林
路
一
四
号
墳
Ａ
セ
ッ
ト
と
部
品
の
細
部
に
共
通
点
が
多
く
、
こ
れ
に
類
す
る
、
二

条
線
引
手
楕
円
形
十
字
文
鏡
板
付
轡
＋
棘
葉
杏
葉
＋
イ
モ
ガ
イ
嵌
入
四
脚
辻
金
具
・
六
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図九　韓国桂城Ⅲ区１号墳セット（楕円形十字文鏡板付轡＋棘葉形杏葉＋鉢形雲珠・辻金具）

図八　沖ノ島７号遺跡　Ｅセット（楕円形十字文鏡板付轡？＋棘葉形杏葉＋イモガイ嵌入雲珠・辻金具）
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図十一　韓国慶州鶏林路 14 号墳Ｂセット（楕円形十字文鏡板付轡？＋棘葉形杏葉＋鉢形雲珠・辻金具）

図十　韓国慶州鶏林路 14 号墳Ａセット（楕円形十字文鏡板付轡＋棘葉形杏葉＋ガラス・イモガイ嵌入雲珠・辻金具）
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脚
雲
珠
の
セ
ッ
ト
が
想
定
さ
れ
、
新
羅
慶
州
で
の
製
作
が
推
定
さ
れ
る
。
固
城
松
鶴
洞

一
Ｃ
号
墳
（
張
允
禎
二
〇
〇
五
）
も
同
様
な
構
成
だ
が
、
新
羅
製
か
伽
耶
製
か
判
断
に

迷
う
。
こ
れ
に
対
し
、
鶏
林
路
一
四
号
墳
Ｂ
セ
ッ
ト
の
よ
う
な
鉢
形
辻
金
具
や
雲
珠
と

組
み
合
う
例
は
昌
寧
桂
城
Ⅲ
地
区
一
号
墳
（
慶
南
考
古
学
研
究
所
・
昌
寧
郡
二
〇
〇
一
）

に
見
ら
れ
る
。
な
お
桃
崎
が
先
論
（
桃
﨑
祐
輔
二
〇
一
八
b
）
で
Ｂ
５
セ
ッ
ト
と
し

て
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
た
文
様
板
が
剥
落
し
た
棘
葉
形
杏
葉
一
点
に
つ
い
て
は
、そ
の
後
、

七
号
遺
跡
の
棘
葉
形
杏
葉
Ｂ
と
同
一
型
式
・
法
量
と
判
断
さ
れ
た
の
で
、
今
回
Ｅ
（
旧

Ｂ
２
）
セ
ッ
ト
に
含
め
て
解
消
す
る
。

Ｆ
セ
ッ
ト
：（
逸
：
金
銅
装
楕
円
形
十
字
文
透
彫
鏡
板
付
轡
）
＋
方
円
結
合
金
具
二
＋

羽
人
唐
草
文
杏
葉
五
（
実
際
は
六
点
か
八
点
）
＋
円
形
座
金
具
付
鞍
鞖
二
＋
菊
形
座
十

本
吊
手
歩
揺
付
雲
珠
四（
実
際
は
五
～
六
）＋
半
球
座
六
本
吊
手
歩
揺
付
雲
珠
一
一（
実

際
は
一
二
）
＋
半
球
座
五
本
吊
手
歩
揺
付
雲
珠
二
〇
（
実
際
は
二
二
～
二
四
点
）

七
号
遺
跡
西
部
の
鉄
製
鞍
に
接
し
て
五
点
の
羽
人
唐
草
文
杏
葉
が
出
土
し
た
。
た
だ

こ
の
地
点
に
は
国
産
・
舶
載
馬
具
が
折
り
重
な
っ
て
お
り
、羽
人
杏
葉
と
鉄
装
鞍
が
セ
ッ

ト
か
否
か
は
判
断
が
難
し
い
。

羽
人
唐
草
文
杏
葉
は
地
板
・
透
彫
板
・
縁
金
共
に
金
銅
製
で
、
こ
の
三
枚
の
金
属
板

を
一
六
個
の
笠
鋲
で
留
め
る
。
透
彫
板
は
人
面
に
双
翼
・
三
尾
翼
を
持
っ
た
羽
人
と
唐

草
文
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
同
一
の
デ
ザ
イ
ン
の
表
裏
を
利
用
し
て
三
枚
は
鳥
人

を
右
向
き
、
二
枚
は
左
向
き
に
し
て
い
る
。
胸
を
張
っ
た
鳥
身
に
、
双
翼
を
つ
け
る
肩

が
双
方
に
張
り
出
し
、
尾
翼
は
二
翼
は
後
方
、
一
翼
は
下
向
き
に
前
方
に
な
び
く
。
そ

れ
以
外
の
鳥
身
を
唐
草
文
化
し
、
他
の
空
隙
も
唐
草
で
埋
め
た
結
果
、
奇
抜
な
隠
文
様

と
な
っ
て
い
る
。
唐
草
を
縁
取
る
よ
う
に
二
重
の
列
点
を
打
っ
て
い
る
が
、
顔
面
と
双

翼
・
尾
翼
に
は
蹴
彫
を
施
す
。
な
お
中
国
甘
粛
省
の
嘉
峪
関
壁
画
墓
で
は
、
羽
人
の
顔

面
に
赤
い
線
で
隈
取
り
が
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
蹴
り
彫
り
で
表
現
し
た
の
か
も
し
れ

な
い
（
桃
﨑
祐
輔
二
〇
一
七
）。
吊
鉤
金
具
の
半
円
部
が
幅
広
で
、
立
聞
孔
部
で
狭
ま

る
杏
葉
は
、
高
句
麗
に
多
く
、
新
羅
に
も
受
容
さ
れ
て
い
る
。
宮
崎
県
百
塚
原
古
墳
群

出
土
の
心
葉
形
唐
草
文
透
彫
杏
葉
も
同
様
な
構
造
で
、
楕
円
形
双
龍
紋
鏡
板
付
轡
と

セ
ッ
ト
を
な
し
、
新
羅
製
と
考
え
て
い
た
が
、
近
年
は
大
伽
耶
製
と
の
見
解
も
あ
る
。

七
号
遺
跡
で
多
数
出
土
し
た
歩
揺
付
雲
珠
の
う
ち
に
は
、
菊
形
座
金
具
の
も
の
が
四
点

含
ま
れ
る
が
、
類
例
の
多
く
は
五
～
六
世
紀
の
慶
州
新
羅
古
墳
か
ら
出
土
す
る
。
日
本

列
島
で
は
六
世
紀
後
半
の
綿
貫
観
音
山
古
墳
で
、
新
羅
製
と
思
わ
れ
る
馬
具
セ
ッ
ト
に

伴
っ
て
歩
揺
付
雲
珠
が
数
十
点
出
土
し
、
大
部
分
は
半
球
形
座
金
具
だ
が
、
菊
形
座
金

具
も
少
数
含
む
。宮
代
栄
一
氏
の
復
元
案
に
よ
れ
ば
、楕
円
形
十
字
文
鏡
板
付
轡
と
セ
ッ

ト
を
な
す
尻
繋
は
五
列
構
成
で
、
中
央
の
三
列
に
八
点
、
左
右
両
脇
列
に
七
点
、
二
四

＋
一
四
＝
四
八
点
を
復
元
し
た
が
、
心
葉
形
Ｃ
字
文
透
彫
杏
葉
は
、
花
形
飾
の
頭
絡
に

組
み
合
う
別
セ
ッ
ト
と
み
て
い
る
（
宮
代
栄
一
二
〇
一
六
）。
こ
れ
に
対
し
諫
早
直
人

氏
は
、
楕
円
形
十
字
文
鏡
板
付
轡
＋
心
葉
形
Ｃ
字
文
透
彫
杏
葉
＋
歩
揺
付
雲
珠
＋
鉄
製

壺
鐙
の
セ
ッ
ト
を
復
元
し
て
お
り
（
諫
早
直
人
二
〇
二
〇
）、
筆
者
も
こ
れ
に
従
う
。

筆
者
の
試
案
で
は
、
綿
貫
観
音
山
古
墳
の
玄
室
西
側
壁
で
一
括
出
土
し
た
歩
揺
付
雲

珠
が
す
べ
て
Ｂ
セ
ッ
ト
に
伴
い
、
尻
繋
を
構
成
し
て
い
た
場
合
、
そ
れ
は
図
十
三
に
示

し
た
一
一
列
構
成
で
、
左
右
三
列
ず
つ
合
計
六
列
は
八
本
吊
手
雲
珠
七
点
配
置
、
中
央

五
列
は
三
本
・
六
本
吊
手
等
の
六
点
配
置
で
、
残
っ
た
最
後
尾
に
六
脚
歩
揺
付
大
型
雲

珠
を
伴
う
と
考
え
、
そ
こ
に
二
点
、
両
側
中
央
付
近
に
各
一
点
、
合
計
三
点
の
心
葉
形
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図十二　沖ノ島７号遺跡　Ｆセット（楕円形十字文龍文透彫鏡板付轡？＋心葉形羽人文透彫杏葉＋歩揺付雲珠）
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図十三　群馬県高崎市綿貫観音山古墳　Ｂセット（楕円形十字文鏡板付轡＋心葉形Ｃ字文透彫杏葉＋歩揺付雲珠）
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杏
葉
を
吊
る
し
、
残
っ
た
四
点
の
十
本
吊
手
四
脚
辻
金
具
は
頭
絡
を
構
成
し
て
い
た
と

考
え
る
。

　

よ
っ
て
綿
貫
観
音
山
Ｂ
セ
ッ
ト
の
尻
繋
は
七
点
×
六
列
＝
四
二
点
、
六
点
×
五
列
＝

三
〇
点
、
後
方
一
点
、
合
計
七
三
点
も
の
歩
揺
付
雲
珠
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
考
え
る
。

以
上
、
羽
人
唐
草
文
杏
葉
と
菊
形
座
金
具
と
歩
揺
付
雲
珠
に
加
え
、
円
形
座
金
具
を
伴

う
金
銅
製
鞍
鞖
金
具
一
対
、
方
円
結
合
金
具
二
点
も
同
一
セ
ッ
ト
と
考
え
る
。
調
査
で

出
土
し
た
歩
揺
付
雲
珠
一
類
は
七
号
遺
跡
で
三
五
点
、
八
号
遺
跡
で
八
点
、
四
号
遺
跡

で
二
点
、
六
号
遺
跡
で
一
点
、
合
計
四
五
点
が
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
七
号
遺

跡
の
三
五
点
は
、
本
来
は
す
べ
て
Ｂ
１
セ
ッ
ト
を
構
成
し
て
い
た
と
考
え
る
。
そ
の
内

訳
は
、
花
形
半
球
座
十
本
吊
手
が
四
点
（
＋
四
号
遺
跡
の
一
点
）
半
球
座
六
本
吊
手
が

一
一
点
、
半
球
座
五
本
吊
手
が
二
〇
点
（
＋
六
号
遺
跡
の
一
点
）
と
な
り
、
こ
れ
を
六

～
七
点
単
位
の
五
列
構
成
と
考
え
る
。

こ
の
う
ち
花
形
半
球
座
十
本
吊
手
が
五
点
＋
α
点
で
、
尻
繋
の
中
央
列
を
構
成
す
る

と
み
て
、
半
球
座
六
本
吊
手
が
一
一
点
＋
β
で
そ
の
２
倍
数
、
半
球
座
五
本
吊
手
が

二
一
＋
γ
で
四
倍
数
と
み
れ
ば
、
中
央
五
＋
一
＝
六
、六
本
吊
手
六
×
二
＝
一
二
、五
本

吊
手
六
×
四
＝
二
四
と
な
り
、
六
＋
一
二
＋
二
四
＝
四
二
点
と
な
り
、
そ
の
う
ち
七
点

が
失
わ
れ
た
も
の
が
七
号
遺
跡
の
歩
揺
付
雲
珠
群
と
判
断
さ
れ
る
。
な
お
こ
れ
に
伴
う

鏡
板
轡
は
逸
失
し
て
い
る
が
、
注
目
さ
れ
る
対
比
資
料
が
あ
る
。

天
理
参
考
館
に
は
梅
原
末
治
氏
の
調
査
で
守
屋
美
好
氏
の
蔵
品
中
よ
り
発
見
さ
れ
た

出
土
地
不
詳
馬
具
類
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
天
理
参
考
館
登
録
番
号
三
九
‐
五
〇
の
龍
文
透
彫
鏡
板
付
轡
は
鉄
地
金
銅

張
で
、
全
体
は
横
長
の
楕
円
形
を
呈
し
、
上
端
に
長
方
形
の
短
い
立
聞
を
作
り
出
す
。

鏡
板
本
体
の
幅
一
一
・
七
㎝
、
立
聞
を
含
め
た
高
さ
九
・
四
㎝
、
立
聞
の
幅
三
・
八
㎝
、

高
さ
一
・
〇
㎝
。厚
さ
〇
・
五
㎜
の
鉄
板
に
同
形
の
薄
い
金
銅
板
を
重
ね
て
台
板
と
す
る
。

そ
の
上
に
龍
文
を
透
彫
り
し
た
厚
さ
約
一
㎜
の
金
銅
製
の
文
様
板
を
置
き
、
最
後
に
銜

受
け
部
の
楕
円
形
縁
と
十
字
文
を
共
造
に
し
た
厚
さ
一
・
五
㎜
の
金
銅
製
の
縁
金
で
押

さ
え
鋲
留
め
す
る
。
銅
製
の
笠
鋲
は
鋲
頭
を
鍍
金
す
る
。
鋲
は
外
周
に
一
六
個
所
、
銜

受
け
部
の
上
下
左
右
に
４
個
所
、
そ
れ
に
外
周
と
銜
受
け
具
を
つ
な
ぐ
左
右
の
縁
金
に

そ
れ
ぞ
れ
一
個
所
の
合
計
二
二
個
所
に
打
た
れ
、
九
個
所
が
脱
落
し
て
い
る
。
中
央
に

楕
円
形
の
銜
通
孔
が
穿
た
れ
、
長
径
一
・
九
㎝
、
短
径
一
・
四
㎝
あ
り
、
銜
留
金
具
は
失

わ
れ
て
い
る
。
立
聞
孔
に
装
着
さ
れ
た
鉤
金
具
は
、
厚
さ
一
㎜
ほ
ど
の
細
長
い
金
銅
板

で
、
一
端
を
立
聞
孔
に
通
し
て
裏
側
に
折
り
曲
げ
、
三
鋲
と
一
条
の
責
金
具
で
面
繋
に

固
定
さ
れ
る
。
先
端
は
半
月
形
を
呈
し
、
責
金
具
で
か
し
め
る
部
分
は
両
側
面
が
僅
か

に
く
ぼ
む
。
鉤
金
具
が
立
聞
孔
を
く
ぐ
る
部
分
は
両
側
面
が
切
れ
込
み
関
を
も
つ
。
文

様
板
に
透
彫
り
さ
れ
た
龍
文
は
か
な
り
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
唐
草
文
化
し
て
い
る
。
一
対

の
龍
を
向
か
い
合
わ
せ
配
置
し
た
左
右
対
称
の
構
図
で
、
頭
部
に
は
水
滴
形
の
眼
を
打

ち
抜
き
、
開
い
た
口
中
に
三
角
形
の
突
起
で
歯
を
表
現
す
る
。
頭
部
に
は
Ｓ
字
状
に
延

び
る
角
と
、
耳
を
表
現
し
た
と
見
ら
れ
る
小
さ
な
突
出
部
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
。
胴

体
か
ら
延
び
る
四
肢
は
ほ
と
ん
ど
原
形
を
と
ど
め
ず
、
爪
等
の
細
部
表
現
も
完
全
に
省

略
さ
れ
て
い
る
。
文
様
に
沿
っ
て
細
か
い
列
点
文
を
刻
ん
で
縁
取
り
す
る
。
文
様
表
現

は
稚
拙
で
あ
る
が
、
複
雑
な
構
造
の
優
品
で
あ
る
（
高
野
政
昭
一
九
九
〇
）。

守
屋
美
好
氏
旧
蔵
の
天
理
参
考
館
蔵
品
は
、
①
地
板
鉄
板
＋
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
金
銅
板

＋
蕨
手
状
唐
草
文
透
文
様
板
（
糸
鋸
に
よ
る
銅
板
切
り
抜
き
鍍
金
）
＋
十
字
文
縁
金
鋲

留
か
ら
な
る
が
、
銜
通
孔
は
縦
長
の
楕
円
形
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
立
聞
・
吊
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鉤
金
具
・
鋲
の
特
徴
が
、
沖
ノ
島
七
号
遺
跡
の
羽
人
文
透
彫
杏
葉
を
想
起
さ
せ
る
点
で

あ
る
。
よ
っ
て
沖
ノ
島
七
号
遺
跡
の
杏
葉
類
は
、
天
理
参
考
館
蔵
品
の
よ
う
な
鏡
板
付

轡
と
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
守
屋
美
好
氏
旧
蔵
品
に
、
沖
ノ

島
七
号
遺
跡
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
遺
物
を
含
む
可
能
性
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

十
字
文
縁
金
に
縦
長
楕
円
形
の
銜
通
孔
を
持
つ
構
成
は
、
新
羅
慶
州
皇
吾
里
一
六
号

墳
一
槨
出
土
の
鏡
板
轡
と
、
こ
れ
と
セ
ッ
ト
の
心
葉
形
十
字
文
杏
葉
に
見
ら
れ
る
構
成

で
、
六
世
紀
代
の
新
羅
慶
州
の
製
品
と
考
え
る
。
群
馬
県
綿
貫
観
音
山
古
墳
の
鏡
板
付

轡
は
法
量
が
巨
大
だ
が
、
一
枚
被
せ
の
十
字
文
楕
円
形
鏡
板
轡
に
鉄
製
二
条
線
引
手
を

伴
う
点
が
共
通
し
、
新
羅
系
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
れ
に
伴
う
大
型
の
心
葉
形
Ｃ
字
文
透

杏
葉
は
、
偏
平
な
銅
板
を
垂
直
に
切
り
抜
き
猪
目
形
な
ど
の
単
純
な
透
彫
を
施
し
た
も

の
で
、
透
彫
板
の
輪
郭
に
沿
っ
て
列
点
文
の
加
飾
を
施
す
点
が
共
通
す
る
。
た
だ
諫
早

直
人
氏
が
指
摘
（
諫
早
直
人
二
〇
二
一
）
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
と
組
み
合
う
歩
揺
付

雲
珠
の
半
球
形
部
の
内
部
に
残
る
木
質
は
、
樹
種
鑑
定
で
サ
カ
キ
と
判
定
さ
れ
て
い

る
（
群
馬
県
教
育
委
員
会
・
㈶
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
一
九
九
九
）。
サ
カ

キ
は
日
本
固
有
種
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
綿
貫
観
音
山
Ｂ
セ
ッ
ト
は
新
羅
系
だ
が
新
羅
製

で
は
な
く
倭
製
品
の
可
能
性
が
残
る
。
な
お
共
伴
し
た
銅
水
瓶
は
、
北
斉
庫
狄
廻
洛
墓

（
五
六
二
）
や
北
斉
崔
浩
墓
（
五
六
五
）
の
明
器
水
瓶
に
類
似
し
、
六
世
紀
第
３
四
半

期
前
後
の
北
斉
製
品
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
五
六
四
・
五
六
五
・
五
七
二
年
に
北
斉
に
遣

使
し
た
新
羅
が
、
五
六
六
年
の
皇
龍
寺
竣
工
に
あ
わ
せ
て
北
朝
製
仏
具
を
入
手
し
、
自

国
産
の
馬
具
と
組
み
合
わ
せ
、
倭
国
に
贈
っ
た
「
舶
載
品
ラ
ッ
シ
ュ
」
時
の
遺
物
で
、

所
謂
「
新
羅
の
調
」
に
該
当
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
Ｔ
Ｋ
四
三
型
式
の
須
恵
器

を
伴
う
点
か
ら
、
副
葬
は
六
世
紀
第
４
四
半
世
紀
と
な
ろ
う
。

Ｇ
セ
ッ
ト
：（
逸
：
心
葉
形
十
字
忍
冬
文
透
彫
鏡
板
付
轡
）
＋
（
逸
：
心
葉
形
十
字
忍

冬
文
透
彫
鏡
板
付
轡
）
＋
心
葉
形
鉸
具
障
泥
金
具
＋
環
状
雲
珠
（
イ
モ
ガ
イ
嵌
入
か
）

＋
透
彫
帯
先
金
具
＋
歩
揺
付
雲
珠

七
号
遺
跡
中
央
南
寄
り
で
は
金
銅
装
透
彫
帯
先
金
具
・
歩
揺
付
雲
珠
が
集
中
し
て
出

土
し
た
。
透
彫
帯
先
金
具
の
細
工
は
非
常
に
精
巧
で
、
コ
ン
マ
形
・
屈
曲
し
た
杼
形
・

猪
目
形
を
組
み
合
わ
せ
た
透
彫
り
の
下
に
玉
虫
羽
・
雲
母
板
を
挟
み
、
鋲
留
す
る
。
杼

形
透
か
ら
雲
母
、
猪
目
形
透
か
ら
玉
虫
が
覗
く
、
凝
っ
た
意
匠
で
あ
る
。
一
端
に
帆
立

貝
形
の
鉸
具
が
つ
く
も
の
二
点
と
、
小
型
の
爪
先
形
装
飾
吊
鉤
金
具
を
伴
う
八
点
の
二

種
か
ら
な
る
。
こ
れ
ら
に
は
漢
字
で
通
番
の
刻
印
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

類
例
は
極
め
て
稀
で
、
奈
良
県
斑
鳩
町
藤
ノ
木
古
墳
Ａ
セ
ッ
ト
馬
具
の
構
成
部
品
に

屈
曲
し
た
杼
形
を
連
続
透
彫
す
る
例
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
帯
先
金
具
は
、
端
部
に
付
い
て
い
る
爪
先
形
吊
鉤
金
具
と
本
体
を
蝶
番

で
連
結
す
る
手
法
の
共
通
か
ら
み
て
、
朝
鮮
半
島
南
部
で
出
土
す
る
「
樓
岩
里
型
帯
金

具
」
の
形
状
を
応
用
し
て
製
作
さ
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

畏
友
李
漢
祥
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
新
羅
・
百
済
の
帯
金
具
は
、
六
世
紀
の
も
の
が

樓
岩
里
型
（
李
漢
祥
一
九
九
六
）、
七
世
紀
の
も
の
が
皇
龍
寺
型
（
李
漢
祥
一
九
九
九
）

に
分
類
・
編
年
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
対
比
を
試
み
た
い
。

加
賀
狐
山
古
墳
は
韓
国
昌
寧
桂
城
Ⅲ
地
区
一
号
墳
の
よ
う
な
楼
岩
里
型
帯
金
具
古
段

階
に
相
当
す
る
一
方
、
沖
ノ
島
７
号
や
藤
ノ
木
古
墳
Ａ
セ
ッ
ト
の
透
彫
帯
先
金
具
の
形

状
は
、
楼
岩
里
型
帯
金
具
で
も
新
段
階
の
銙
板
・
蛇
尾
と
一
致
す
る
。

樓
岩
里
第
一
・
二
段
階
は
刺
金
付
鉸
具
を
伴
う
の
に
対
し
、
３
段
階
以
降
に
は
鉸
具

が
無
刺
金
化
し
、
さ
ら
に
四
段
階
に
は
逆
心
葉
形
銙
板
が
消
滅
し
方
形
銙
板
に
変
化
す
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る
。
藤
ノ
木
古
墳
や
沖
ノ
島
の
馬
具
に
組
み
合
う
帯
先
金
具
に
つ
い
て
は
、
取
り
付
け

ら
れ
た
鉸
具
、
鞍
の
鞖
鉸
具
が
い
ず
れ
も
刺
金
を
伴
っ
て
お
り
、
ま
た
鞖
金
具
が
逆
心

葉
形
鉸
具
と
形
状
が
一
致
す
る
点
か
ら
樓
岩
里
一
・
二
段
階
に
併
行
し
、
六
世
紀
後
半

～
末
の
新
羅
帯
金
具
と
併
行
関
係
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
国
立
博
物
館
小
倉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
五
五
番
は
出
土
地
不
祥
の
樓
岩
里
型
帯
金
具

で
、
Ⅲ
類
四
段
階
に
相
当
す
る
。
歪
ん
だ
無
刺
金
鉸
具
付
の
銙
帯
と
セ
ッ
ト
を
な
す
短

い
蛇
尾
か
ら
な
る
。
鉸
具
の
形
状
は
、
百
済
・
陵
山
里
三
六
号
墳
の
出
土
品
に
類
似
す

る
。
銙
帯
に
は
薄
肉
彫
崩
し
技
法
で
、
三
山
文
・
忍
冬
唐
草
文
透
を
表
現
す
る
。
ま
た

蛇
尾
に
も
忍
冬
唐
草
文
透
が
あ
る
ほ
か
、
長
方
形
の
一
端
を
半
円
形
輪
郭
と
し
、
こ
れ

を
鱗
状
に
重
ね
た
意
匠
を
表
現
す
る
。
透
彫
の
忍
冬
唐
草
意
匠
は
、
静
岡
県
賤
機
山
古

墳
棘
葉
形
杏
葉
の
内
区
文
様
と
全
く
同
一
で
あ
り
、長
方
形
鱗
状
輪
郭
も
賤
機
山
鏡
板
・

杏
葉
の
吊
鉤
金
具
と
類
似
し
、
五
五
番
帯
金
具
と
賤
機
山
Ａ
セ
ッ
ト
馬
具
は
同
一
工
房

で
、
同
時
期
に
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
新
羅
慶
州
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る

（
桃
﨑
祐
輔
二
〇
一
八
ａ
）。

し
か
し
公
州
陵
山
里
三
六
号
墳
と
の
輪
郭
の
類
似
は
、
百
済
製
の
可
能
性
も
示
す
。

五
五
番
帯
金
具
の
銙
帯
先
端
部
に
表
現
さ
れ
た
三
山
状
輪
郭
の
透
彫
は
、
宮
地
嶽
古

墳
の
鏡
板
吊
鉤
金
具
先
端
に
表
現
さ
れ
た
三
山
形
に
通
じ
て
い
る
。
ま
た
蛇
尾
の
長
方

形
鱗
状
表
現
は
、
壱
岐
笹
塚
の
鏡
板
・
杏
葉
の
立
聞
吊
鉤
金
具
・
辻
金
具
・
雲
珠
脚
に

表
現
さ
れ
た
、
肋
の
あ
る
帆
立
貝
状
の
成
形
や
、
亀
形
金
具
脚
部
の
四
指
表
現
に
も
通

じ
て
い
る
。

李
漢
祥
編
年
で
樓
岩
里
型
Ⅲ
類
四
段
階
の
伝
慶
州
出
土
の
帯
金
具
類
は
、
無
刺
金
鉸

具
付
の
銙
帯
と
セ
ッ
ト
を
な
す
蛇
尾
に
唐
草
文
を
透
彫
し
た
装
飾
板
を
挟
み
込
ん
で
い

る
。
方
形
板
の
互
違
い
鉤
手
文
は
、
高
茶
屋
大
塚
や
堀
之
内
Ｄ
一
・
一
三
号
の
雲
珠
の

透
彫
金
具
に
通
じ
、
さ
ら
に
類
似
す
る
意
匠
は
、
慶
州
皇
龍
寺
や
昌
寧
末
屹
里
遺
跡
窖

蔵
出
土
の
装
飾
金
具
類
に
も
見
ら
れ
る
。

樓
岩
里
型
帯
金
具
は
法
興
王
代（
五
一
四
～
五
四
〇
）の
律
令
頒
布（
五
三
〇
年
頃
？
）

に
出
現
し
眞
徳
王
代
の
唐
式
衣
制
へ
の
転
換
（
六
四
九
）
に
よ
っ
て
皇
龍
寺
型
に
移
行

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
る
と
四
段
階
は
六
四
五
年
を
下
限
と
す
る
七
世
紀
前
半

に
位
置
付
け
ら
れ
、
小
倉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
五
五
番
が
六
世
紀
末
～
七
世
紀
初
頭
、
伝
慶

州
出
土
品
が
七
世
紀
前
半
と
な
り
、
こ
れ
ら
と
対
比
さ
れ
る
馬
具
類
も
帯
金
具
と
同
時

期
と
な
る
。

壱
岐
笹
塚
古
墳
で
は
、
鉸
具
に
コ
ハ
ゼ
形
の
金
具
が
つ
き
、
忍
冬
文
を
浮
彫
し
、
五

鋲
を
打
つ
銙
帯
と
、長
方
形
に
忍
冬
文
を
浮
彫
す
る
蛇
尾
？
が
出
土
し
て
い
る
。皇
龍
寺

型
帯
金
具
の
最
古
段
階
に
あ
た
り
、
慶
州
皇
龍
寺
、
金
海
礼
安
里
四
九
号
墳
例
と
対
比

さ
れ
る
。
な
お
、
崔
正
凡
氏
の
「
所
謂
皇
龍
寺
型
帯
装
飾
具
の
再
検
討
」
で
は
、
皇
龍

寺
型
帯
金
具
の
成
立
に
、
北
朝
・
隋
唐
帯
金
具
の
影
響
を
豊
富
な
事
例
を
あ
げ
て
論
証

し
た
（
崔
正
凡
二
〇
一
八
）。
崔
正
凡
氏
の
論
を
踏
ま
え
れ
ば
、
樓
岩
里
型
帯
金
具
に

つ
い
て
も
、
本
来
の
範
型
は
中
国
北
朝
に
あ
り
、
そ
の
模
倣
形
が
北
斉
・
北
周
に
遣
使

朝
貢
し
て
い
た
新
羅
・
百
済
で
製
作
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
特
に
廃
仏
で

知
ら
れ
る
北
周
武
帝
孝
陵
で
は
パ
ル
メ
ッ
ト
文
の
金
銅
製
帯
金
具
が
出
土
し
て
お
り
、

樓
岩
里
型
の
祖
型
と
考
え
ら
れ
る
。

藤
ノ
木
古
墳
に
匹
敵
す
る
金
銅
装
透
彫
帯
先
金
具
を
複
数
持
つ
沖
ノ
島
セ
ッ
ト
は
、

当
然
類
似
す
る
馬
装
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
そ
こ
で
う
か
ぶ
の
が
、
藤
ノ
木
の
鉸

具
付
心
葉
形
障
泥
金
具
と
酷
似
す
る
、
沖
ノ
島
七
号
遺
跡
の
鉸
具
付
心
葉
形
障
泥
金
具
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で
あ
る
。
こ
の
障
泥
金
具
も
、
当
然
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

こ
れ
ら
の
部
品
と
組
み
合
う
鏡
板
付
轡
・
杏
葉
は
、
同
種
馬
具
で
は
頂
点
に
位
置
す

る
精
品
で
あ
っ
た
は
ず
で
、
そ
の
よ
う
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
既
知
の
出
土
地
不
詳

資
料
に
、
伊
勢
神
宮
徴
古
館
の
蔵
品
群
が
あ
る
。

神
職
で
古
玩
癖
の
あ
っ
た
江
藤
正
澄
は
明
治
二
一
年
に
沖
ノ
島
の
遺
物
の
一
部
を
持

ち
出
し
て
い
る
。
江
藤
の
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
優
品
は
、
明
治
二
九
年
に
伊

勢
神
宮
徴
古
館
に
寄
付
さ
れ
た
。
よ
っ
て
伊
勢
神
宮
徴
古
館
蔵
の
出
土
地
不
詳
品
の
な

か
に
は
、
沖
ノ
島
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
も
の
を
含
む
可
能
性
が
あ
る
。
な
か
で
も
心
葉

形
十
字
文
忍
冬
文
透
鏡
板
の
残
欠
は
、
後
藤
守
一
氏
の
紹
介
以
降
、
現
在
も
徴
古
館
に

あ
る
の
か
否
か
定
か
で
は
な
い
が
、
藤
ノ
木
タ
イ
プ
の
鏡
板
で
あ
る
。

ま
た
心
葉
形
双
鳳
凰
文
杏
葉
の
文
様
板
残
欠
は
、
藤
ノ
木
古
墳
出
土
棘
葉
形
杏
葉
に

表
現
さ
れ
た
双
鳳
凰
文
と
同
一
意
匠
だ
が
、
よ
り
精
巧
な
出
来
と
さ
れ
、
こ
れ
ら
の

セ
ッ
ト
が
も
し
沖
ノ
島
出
土
品
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
帯
先
金
具
と
組
み
合
う
可
能
性
が

十
分
に
あ
る
。
ま
た
帯
先
金
具
の
猪
目
透
か
ら
み
て
、
こ
れ
に
組
み
合
う
鏡
板
や
杏
葉

に
は
、
藤
ノ
木
古
墳
の
心
葉
形
十
字
文
忍
冬
文
透
鏡
板
・
棘
葉
形
双
鳳
凰
文
杏
葉
や
、

岐
阜
県
ふ
な
塚
古
墳
の
龍
文
杏
葉
の
よ
う
に
猪
目
透
の
あ
る
吊
鉤
金
具
が
伴
っ
て
い

た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
が
、
こ
の
想
定
を
裏
付
け
る
も
の
か
、
七
号
遺
跡
の
心
葉

形
杏
葉
の
よ
う
に
心
葉
形
透
の
あ
る
爪
形
金
具
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
伊
勢
神
宮
徴
古

館
蔵
品
文
様
板
に
縁
金
と
猪
目
透
吊
金
具
を
補
っ
た
よ
う
な
杏
葉
を
想
定
し
て
組
み

合
わ
せ
た
。

な
お
伊
勢
神
宮
御
神
宝
で
あ
る
鶴
斑
毛
御
彫
馬
（
つ
る
ぶ
ち
げ
の
お
ん
え
り
ま
）
は
、

檜
材
で
馬
体
を
彫
刻
し
、
そ
こ
に
生
糸
の
タ
テ
ガ
ミ
や
尾
を
埋
め
込
み
、
今
は
絶
滅
し

た
鶴
斑
色
と
い
わ
れ
る
毛
並
を
彩
色
表
現
し
た
精
巧
な
飾
馬
の
模
型
で
、
こ
れ
に
装
着

さ
れ
た
唐
鞍
装
に
は
、
鞍
の
後
輪
の
部
分
に
左
右
五
本
ず
つ
、
合
計
一
〇
本
の
「
八
子

（
は
ね
）」
と
呼
ば
れ
る
短
冊
状
の
飾
帯
が
懸
垂
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
先
端
に
は
金
銅
鈴
が

吊
る
さ
れ
て
い
る
。
透
彫
帯
先
金
具
は
、
こ
の
「
八
子
」
に
相
当
す
る
者
で
あ
っ
た
と

考
え
る
。
ま
た
こ
の
馬
の
模
型
に
は
、
顎
下
に
垂
飾
付
の
玉
状
の
飾
り
が
垂
ら
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
中
国
で
頸
総
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
伝
沖
ノ
島
出
土
の
龍
文
透
彫
香

炉
状
品
は
頸
総
で
あ
っ
た
可
能
性
が
市
元
塁
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
市
元
塁

二
〇
一
六
）。

歩
揺
付
雲
珠
は
七
点
分
以
上
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
、
半
球
形
座
金
具
上
に
五
～
八

枝
を
派
生
さ
せ
花
弁
状
の
歩
揺
を
垂
ら
す
。
群
馬
県
綿
貫
観
音
山
古
墳
や
高
句
麗
丸
都

山
城
で
類
品
が
出
土
し
て
い
る
。

以
上
、
Ｇ
セ
ッ
ト
は
、
心
葉
形
十
字
文
忍
冬
文
透
鏡
板
＋
金
銅
透
彫
杏
葉
＋
金
属
装

鞍
＋
金
銅
装
帯
先
金
具
＋
金
銅
装
歩
揺
付
雲
珠
な
ど
か
ら
な
る
藤
ノ
木
古
墳
Ａ
セ
ッ
ト

に
匹
敵
す
る
豪
華
な
新
羅
製
馬
具
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
種
の
馬
具

は
北
部
九
州
の
分
布
頻
度
が
異
常
に
高
く
、
福
岡
県
の
八
セ
ッ
ト
以
上
を
筆
頭
に
北
部

九
州
に
偏
在
す
る
。『
日
本
書
紀
』
に
は
「
新
羅
の
調
」
の
用
語
が
見
え
、
六
～
七
世

紀
の
新
羅
か
ら
倭
国
へ
の
贈
答
品
と
み
ら
れ
、
六
世
紀
後
半
に
集
中
す
る
舶
載
金
銅
装

馬
具
類
を
そ
の
具
体
的
遺
物
と
み
る
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
北
部
九
州
の
偏
在
例
は
、

倭
王
権
か
ら
の
二
次
的
な
分
配
と
は
考
え
に
く
い
。
外
交
使
節
の
迎
接
に
あ
た
る
北
部

九
州
の
沿
岸
首
長
に
は
、
王
権
宛
と
は
別
に
、
豪
華
な
馬
具
な
ど
を
贈
ら
れ
る
役
得
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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図十五　沖ノ島７号遺跡　Ｈセット（楕円形十字文忍冬文透彫鏡板付轡？＋心葉形忍冬文透彫杏葉＋花形飾雲珠・
　　　　辻金具）

図十四　沖ノ島７号遺跡　Ｇセット（楕円形十字文忍冬文透彫鏡板付轡？＋心葉形龍文透杏葉？＋透彫帯先金具）
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Ｈ
セ
ッ
ト
：（
心
葉
形
十
字
文
忍
冬
文
透
鏡
板
付
轡
）・
十
字
形
雲
珠
付
心
葉
形
忍
冬
文

透
杏
葉
・
十
字
形
辻
金
具

沖
ノ
島
社
務
所
に
は
、
十
弁
花
状
飾
を
伴
う
十
字
形
雲
珠
に
心
葉
形
忍
冬
文
透
杏
葉

を
懸
垂
し
た
も
の
が
保
管
さ
れ
て
い
た
。
七
号
遺
跡
で
は
八
弁
花
状
飾
を
伴
い
、
脚
部
が

花
弁
状
で
三
鋲
を
打
つ
同
巧
の
十
字
形
辻
金
具
が
出
土
し
、
本
来
は
七
号
遺
跡
の
供
献
品

と
考
え
ら
れ
る
。
縁
部
に
鋲
打
ち
が
な
い
点
が
特
異
だ
が
、
埋
め
殺
し
鋲
で
あ
ろ
う
。

同
様
な
構
造
の
セ
ッ
ト
は
、
広
島
県
二
塚
・
壱
岐
笹
塚
・
兵
庫
県
升
田
山
一
五
号
墳
、

三
重
県
高
茶
屋
大
塚
・
山
梨
県
古
柳
塚
・
韓
国
昌
寧
末
吃
里
退
蔵
遺
構
出
土
品
（
慶
南

考
古
學
研
究
所
二
〇
〇
五
）
に
み
ら
れ
、
新
羅
で
七
世
紀
前
半
～
中
葉
に
製
作
さ
れ
た

可
能
性
が
高
い
（
桃
﨑
祐
輔
二
〇
一
八
）。

な
お
、
天
理
大
学
・
天
理
教
道
友
社
編
一
九
八
八
『
ひ
と
も
の
こ
こ
ろ
』
第
二
期
第

三
巻
一
三
九
頁
，「
二
〇
七　

馬
の
飾
り
金
具　

鉄
地
金
銅
装
杏
葉　

幅
八
・
七
㎝
、
出

土
地
不
詳　

七
世
紀
」
は
、
二
一
七
頁
の
解
説
に
よ
れ
ば
、「
忍
冬
唐
草
文
を
透
か
し

彫
り
に
し
た
ハ
ー
ト
形
の
金
銅
板
に
、
厚
さ
五
㎜
の
金
銅
製
の
縁
金
を
重
ね
て
、
裏
面

か
ら
鋲
留
め
す
る
。
鋲
は
上
下
左
右
の
四
カ
所
に
打
ち
、
表
面
か
ら
は
見
え
な
い
。
現

在
で
は
文
様
板
も
痕
跡
を
と
ど
め
る
程
度
で
、
文
様
板
の
裏
に
台
板
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
不
明
だ
が
、類
例
か
ら
み
て
お
そ
ら
く
鉄
地
金
銅
張
の
台
板
が
つ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

縁
金
の
上
部
に
は
、
横
長
方
形
の
立
聞
を
作
り
出
し
て
い
る
。
立
聞
に
は
先
端
を
花
弁

形
に
表
し
た
鉤
金
具
が
付
く
。
№
二
〇
二
の
鉤
金
具
と
同
様
に
、
革
帯
の
裏
に
沿
う
金

銅
板
が
長
い
。

透
彫
心
葉
形
杏
葉
は
、
一
般
に
透
彫
心
葉
形
鏡
板
付
轡
と
組
み
合
う
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。
掲
出
の
杏
葉
は
、
№
二
〇
二
の
透
か
し
彫
り
文
様
や
、
鉤
金
具
の
形
態
に
類
似

し
て
お
り
、
セ
ッ
ト
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。
福
岡
県
沖
ノ
島
遺
跡
か
ら
は
、
同
じ
作

り
の
杏
葉
が
辻
金
具
に
装
着
さ
れ
た
状
態
で
出
土
し
て
い
る
。
沖
ノ
島
の
例
は
輸
入
品

で
あ
る
（
高
野
）。」
と
あ
る
。

高
野
氏
が
解
説
さ
れ
た
通
り
、
こ
の
杏
葉
は
、
Ｈ
セ
ッ
ト
の
十
字
形
雲
珠
付
杏
葉
と

全
く
同
形
で
、
心
葉
形
内
区
に
残
る
蕨
手
状
の
透
彫
か
ら
み
て
、
沖
ノ
島
杏
葉
と
同
工

品
の
可
能
性
が
高
い
。
で
は
セ
ッ
ト
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
№
二
〇
二
は
ど

う
か
。

天
理
大
学
・
天
理
教
道
友
社
編
一
九
八
八
『
ひ
と
も
の
こ
こ
ろ
』
第
二
期
第
三
巻

一
三
六
頁
、「
二
〇
二　

轡
金
具　

鉄
地
金
銅
装
鑣　

現
長
一
一
・
五
㎝　

出
土
地
不
詳　

六
・
七
世
紀
」
掲
載
馬
具
に
つ
い
て
、
二
一
六
頁
の
解
説
に
よ
れ
ば
、

「
鉄
地
金
銅
張
製
。
楕
円
形
に
近
い
ハ
ー
ト
形
の
鉄
板
に
薄
い
金
銅
板
を
張
り
、
そ

の
上
に
透
か
し
彫
り
の
文
様
板
を
置
き
、
十
文
字
の
枠
を
共
作
り
に
し
た
厚
手
の
金
銅

製
の
縁
金
を
鋲
留
め
す
る
。
鋲
は
金
銅
製
で
縁
金
の
上
下
左
右
に
四
本
、
銜
受
け
部
の

上
下
に
二
本
打
つ
。
文
様
は
忍
冬
唐
草
文
を
表
し
、
細
い
沈
線
で
縁
取
り
し
た
後
、
そ

の
中
に
列
点
文
を
刻
む
と
い
う
、
極
め
て
装
飾
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
立
聞
に
は
金

銅
製
の
鉤
金
具
が
付
く
。
鉤
金
具
は
先
端
が
花
弁
形
を
な
し
、
立
聞
孔
を
通
っ
た
他
端

は
裏
側
へ
長
く
伸
び
る
。
鉤
金
具
は
、
金
銅
製
の
鋲
で
革
帯
に
固
定
さ
れ
る
。
も
と
は

鋲
の
直
下
に
責
金
具
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
。
鏡
板
の
中
央
に
は
鉄
製
の
銜
と
引
手

が
銹
着
し
て
い
る
が
、
こ
の
種
の
鏡
板
の
例
か
ら
み
て
、
引
手
は
二
条
線
づ
く
り
と
呼

ば
れ
る
、
一
本
の
棒
状
の
金
属
を
折
り
曲
げ
両
端
に
環
を
つ
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

透
彫
心
葉
形
鏡
板
が
製
作
さ
れ
た
時
期
は
、六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
の
前
半
と
さ
れ
、

古
墳
時
代
の
馬
具
の
中
で
は
新
し
い
時
期
に
属
す
る
。
福
岡
県
宮
地
嶽
古
墳
、
奈
良
県
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珠
城
山
三
号
墳
の
例
な
ど
、
同
類
の
鏡
板
に
は
輸
入
品
が
多
く
、
本
例
も
そ
れ
ら
に
匹

敵
す
る
優
品
で
あ
る
（
高
野
）。」（
天
理
大
学
・
天
理
教
道
友
社
一
九
八
八
）

本
資
料
に
つ
い
て
高
野
氏
は
「
天
理
参
考
館
登
録
番
号
三
九

-

四
九
の
心
葉
形
十
字

文
忍
冬
文
龍
文
透
彫
鏡
板
付
轡
は
鉄
地
金
銅
張
で
、
上
部
に
梯
形
の
短
い
立
聞
を
作
り

出
す
。
鏡
板
本
体
の
幅
七
・
七
㎝
、
立
聞
を
含
め
た
高
さ
六
・
七
㎝
、
立
聞
の
幅
三
・
二

㎝
、
高
さ
〇
・
九
㎝
。
銅
製
の
笠
鋲
は
鋲
頭
を
鍍
金
す
る
。
鋲
は
外
周
に
四
個
所
、
銜

受
け
部
の
上
下
に
二
個
所
の
合
計
六
箇
所
に
打
た
れ
て
い
る
。
中
央
に
や
や
横
長
の
円

形
に
近
い
銜
通
孔
が
穿
た
れ
る
。
文
様
板
に
透
彫
り
さ
れ
た
忍
冬
文
は
か
な
り
デ
フ
ォ

ル
メ
さ
れ
列
点
を
施
す
」「
な
お
こ
の
轡
の
立
聞
に
は
厚
い
銅
板
製
の
吊
鉤
金
具
が
つ

き
、
鏡
板
を
含
め
た
残
存
長
は
一
一
・
五
㎝
に
も
達
す
る
が
、
沖
ノ
島
Ｂ
７
セ
ッ
ト
の

十
字
形
辻
金
具
の
脚
部
の
鋲
間
隔
と
全
く
一
致
し
重
な
る
可
能
性
が
あ
る
。」
と
述
べ

て
い
る
。結

語

以
上
、
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
に
は
、
最
低
で
も
国
産
三
セ
ッ
ト
、
舶
載
五
セ
ッ
ト
、
合

計
八
セ
ッ
ト
前
後
の
豪
華
な
金
銅
装
馬
具
が
供
献
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
、

更
に
一
～
二
セ
ッ
ト
加
算
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
実
用
的
な
鉄
製
馬
具
は
見
当
た

ら
な
い
。
こ
れ
は
壱
岐
島
の
古
墳
で
豪
華
な
金
銅
装
馬
具
と
と
も
に
実
用
鉄
な
鉄
製
馬

具
が
出
土
し
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

ま
た
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
馬
具
類
は
、
完
存
す
る
セ
ッ
ト
が
な
い
。
長
年
に
わ
た
り

風
雨
に
晒
さ
れ
、
海
鳥
に
よ
る
二
次
的
移
動
を
受
け
た
の
み
な
ら
ず
、
江
戸
時
代
乃
至

そ
れ
以
前
か
ら
、
多
く
の
部
品
が
持
ち
出
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

本
検
討
の
結
果
、
伊
勢
神
宮
徴
古
館
蔵
品
の
う
ち
、
心
葉
形
十
字
文
忍
冬
透
鏡
板
や

心
葉
形
双
鳳
凰
文
杏
葉
文
様
板
は
、
斑
鳩
藤
ノ
木
古
墳
Ａ
セ
ッ
ト
に
準
ず
る
内
容
で
、

沖
ノ
島
七
号
遺
跡
Ｇ
セ
ッ
ト
の
金
銅
装
透
彫
帯
先
金
具
と
一
具
で
も
お
か
し
く
な
い
。

徴
古
館
の
明
治
二
一
年
江
藤
正
澄
寄
贈
品
に
、
沖
ノ
島
出
土
馬
具
を
含
ん
で
い
る
可
能

性
が
あ
る
。

ま
た
天
理
参
考
館
蔵
守
屋
美
好
氏
旧
蔵
品
に
は
、
沖
ノ
島
七
号
遺
跡
Ｆ
セ
ッ
ト
の
心

葉
形
羽
人
文
杏
葉
と
製
作
技
法
・
意
匠
・
鋲
間
隔
が
類
似
す
る
楕
円
形
十
字
文
双
龍
文

透
彫
鏡
板
が
含
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、
沖
ノ
島
七
号
遺
跡
Ｈ
セ
ッ
ト
と
同
一
の
心
葉
形
忍

冬
文
透
杏
葉
一
点
、
お
よ
び
Ｈ
セ
ッ
ト
と
一
具
で
も
お
か
し
く
な
い
心
葉
形
十
字
文
忍

冬
透
鏡
板
鏡
板
轡
を
含
ん
で
い
る
（
註
３
）。

沖
ノ
島
出
土
馬
具
の
う
ち
、
子
持
剣
菱
形
杏
葉
を
含
む
Ａ
セ
ッ
ト
や
、
三
葉
文
杏
葉

を
含
む
Ｂ
セ
ッ
ト
は
、
大
伽
耶
系
の
馬
具
構
造
を
摂
取
し
た
国
産
馬
具
で
あ
り
、
六
世

紀
中
葉
前
後
の
遺
品
で
年
代
上
限
を
示
し
、
国
産
の
花
形
馬
具
を
含
む
Ｃ
セ
ッ
ト
や
新

羅
製
の
十
字
形
雲
珠
付
心
葉
形
忍
冬
文
杏
葉
を
含
む
Ｈ
セ
ッ
ト
は
同
種
馬
具
中
の
最
新

型
式
を
示
し
、
七
世
紀
中
葉
を
下
限
と
す
る
。

ま
た
龍
文
透
彫
香
炉
状
品
は
、
飾
馬
の
首
下
に
吊
る
す
頸
総
の
可
能
性
が
あ
り
、
朝

鮮
半
島
で
も
類
例
が
僅
少
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
金
銅
龍
頭
形
金
具
や
サ
サ
ン
グ
ラ
ス
な

ど
と
共
に
、
中
国
北
朝
も
し
く
は
隋
・
初
唐
前
後
の
中
国
か
ら
舶
載
さ
れ
た
可
能
性
が

あ
る
。

以
上
、
沖
ノ
島
出
土
の
馬
具
類
は
、
継
体
・
欽
明
朝
か
ら
、
舒
明
・
皇
極
朝
の
間
に

供
献
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
糟
屋
屯
倉
設
置
（
五
二
九
）、
那
津
官
家
設
置
（
五
三
六
）、
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任
那
四
県
割
譲（
五
四
〇
）、新
羅
・
任
那
の
調（
五
六
〇
～
六
四
六
）、征
新
羅
軍（
五
九
一

～
六
〇
三
）、
遣
隋
使
（
六
〇
〇
～
六
一
八
）、
遣
唐
使
（
六
三
〇
～
）
間
の
対
外
交
渉

に
か
か
る
渡
海
に
際
し
、
航
海
安
全
等
を
祈
願
し
て
奉
献
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
出

土
状
況
か
ら
み
て
、
飾
馬
で
は
な
く
、
馬
具
一
式
を
木
馬
等
に
載
せ
て
供
献
し
た
と
想

像
す
る
。

本
論
の
沖
ノ
島
馬
具
の
馬
装
復
元
は
、
大
き
く
欠
損
す
る
部
品
を
憶
測
で
補
っ
た
も

の
も
多
く
、
粗
案
の
域
を
出
な
い
。
今
後
、
沖
ノ
島
遺
物
の
再
調
査
、
並
び
に
散
逸
資

料
の
追
跡
に
よ
っ
て
検
証
を
重
ね
、
補
正
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。
諸
賢
の
ご
叱
正
を

乞
う
。

（
福
岡
大
学
教
授
）

註註
１　

守
屋
美
好
（
も
り
や
み
よ
し
）

守
屋
孝
蔵
の
子
息
。
そ
の
所
蔵
品
中
よ
り
梅
原
末
治
氏
に
見
い
だ
さ
れ
た
金
銅
装
馬
具
類
が
天

理
参
考
館
に
収
蔵
さ
れ
た
。

註
２　

守
屋
孝
蔵
（
も
り
や
こ
う
ぞ
う　

一
八
七
六
～
一
九
五
三
）

宮
城
県
出
身
で
京
都
で
活
躍
し
た
弁
護
士
。
守
屋
氏
の
収
集
品
の
う
ち
、
古
写
経
二
六
八
件
、

宸
翰
（
天
皇
の
書
）
八
件
が
一
九
五
四
年
に
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
、『
守
屋
孝
蔵
氏

蒐
集　

古
経
図
録
』
が
一
九
六
四
年
に
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
京
都
国
立
博
物
館
蔵
の
中
国
の
古

鏡
は
、
守
屋
氏
二
女
の
赤
星
薫
氏
か
ら
昭
和
三
〇
年
に
寄
贈
を
受
け
た
漢
鏡
・
隋
唐
鏡
約
五
〇

面
、
昭
和
三
三
年
に
他
の
相
続
者
か
ら
購
入
し
た
方
格
規
矩
鏡
約
五
〇
面
の
、
計
一
〇
〇
余
面

で
、
守
屋
氏
蔵
鏡
の
ほ
ぼ
四
分
の
一
に
あ
た
る
。

註
３　

天
理
参
考
館
蔵
の
守
屋
美
好
氏
旧
蔵
資
料
に
つ
い
て
は
、
天
理
参
考
館
の
藤
原
郁
代
氏
に

メ
ー
ル
で
多
く
の
ご
教
示
を
仰
ぎ
、
ま
た
鮮
明
な
写
真
を
提
供
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
御
礼
申

し
上
げ
る
。

引
用
参
考
文
献

日
本
文
献

阿
久
津
久
一
九
六
九
『
中
村
古
墳
群
発
掘
調
査
報
告
』
兵
庫
県
教
育
委
員
会
・
神
戸
市
教
育
委
員
会

諫
早
直
人
二
〇
一
二
「
３
．
九
州
出
土
の
馬
具
と
朝
鮮
半
島
」『
第
一
五
回　

九
州
前
方
後
円
墳
研
究

会　

北
九
州
大
会
発
表
要
旨
・
資
料
集　

沖
ノ
島
祭
祀
と
九
州
諸
勢
力
の
対
外
交
渉
』pp.89-121.

諫
早
直
人
二
〇
一
三
「
馬
具
の
舶
載
と
模
倣
」『
技
術
と
交
流
の
考
古
学
』
岡
内
三
眞
編　

同
成
社　

pp.348-359

諫
早
直
人
二
〇
一
三
「
統
一
新
羅
時
代
の
轡
製
作
」『
文
化
財
学
の
新
地
平
』
奈
良
文
化
財
研
究

所　

吉
川
弘
文
館　

pp.991-1012

諫
早
直
人
二
〇
二
〇
「
綿
貫
観
音
山
古
墳
出
土
馬
具
の
系
譜
と
製
作
地
」『
国
宝
決
定
記
念　

第

一
〇
一
回
企
画
展　

綿
貫
観
音
山
古
墳
の
す
べ
て
』
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館　

pp.198-207.

市
元
塁
二
〇
一
六
「
金
銅
製
香
炉
状
品
の
再
検
討
」『
宗
像
・
沖
ノ
島
と
大
和
朝
廷
』
九
州
国
博

物
館　

pp.116-117

梅
原
末
治
・
小
林
行
雄
編
一
九
三
九
『
筑
前
国
嘉
穂
郡
王
塚
装
飾
古
墳
』（
京
都
帝
国
大
学
文
学

部
考
古
学
研
究
報
告
第
一
五
冊
）

大
久
保
奈
奈
一
九
九
六
「
歩
揺
付
飾
金
具
の
系
譜
」『
東
国
に
お
け
る
古
墳
の
終
末
〈
附
編
〉
千

葉
県
成
東
町
駄
ノ
塚
古
墳
発
掘
調
査
報
告
』
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
第
六
五
集　

pp.231-250
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岡
村
秀
典
二
〇
〇
七
「
伝
沖
ノ
島
出
土
の
透
彫
り
金
具
に
つ
い
て
」『
日
中
交
流
の
考
古
学
』
茂

木
雅
博
編　

同
成
社

岡
本
健
一
編
一
九
九
七
『
将
軍
山
古
墳
《
史
跡
埼
玉
古
墳
群
整
備
事
業
報
告
書
》
―
史
跡
等
活
用

特
別
事
業
―
確
認
調
査
編
・
付
編
』
埼
玉
県
教
育
委
員
会

小
野
山
節
一
九
七
九
「
鐘
形
装
飾
付
馬
具
と
そ
の
分
布
」『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
三
三
九　

東
京
国

立
博
物
館　

pp.4-15

小
野
山
節
一
九
九
〇
「
古
墳
時
代
の
馬
具
」『
日
本
馬
具
大
鑑　

第
一
巻
古
代
上
』
日
本
中
央
競

馬
会
・
吉
川
弘
文
館　

pp.1-32

鏡
山
猛
・
原
田
大
六
・
坂
本
経
堯
・
渡
辺
正
気
・
嶺
正
男
・
仙
波
喜
美
雄
一
九
五
八
『
沖
ノ
島
』

吉
川
弘
文
館

河
上
邦
彦
一
九
八
四
『
市
尾
墓
山
古
墳
』
高
取
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
五
冊　

高
取
町
教
育
委

員
会

京
都
帝
國
大
學
一
九
三
九
『
筑
前
嘉
穂
郡
王
塚
装
飾
古
墳
』　

京
都
帝
國
大
學
文
學
部
考
古
學
研

究
報
告　

第
十
五
冊

埼
玉
県
教
育
委
員
会
一
九
九
七
『
将
軍
山
古
墳　

史
跡
埼
玉
古
墳
群
整
備
事
業
報
告
書　

確
認
調

査
編
・
付
編
』

重
住
真
貴
子
二
〇
〇
五「
上
原
孝
夫
氏
所
蔵
沖
ノ
島
出
土
品
に
つ
い
て
」『
宗
像
大
社
神
宝
館
館
報
』

№
二　

宗
像
大
社
文
化
財
管
理
事
務
所

柴
田
常
惠
一
九
二
七
「
沖
ノ
島
御
金
蔵
」『
中
央
史
談
』
第
十
三
巻
第
四
号

白
石
太
一
郎
二
〇
一
六
「
古
墳
か
ら
み
た
大
王
と
豪
族
―
六
世
紀
の
大
和
と
河
内
を
中
心
に
―
」

『
大
王
と
豪
族
―
六
世
紀
の
大
和
と
河
内
―
』
大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館　

平
成
二
八
年
度　

秋
季
特
別
展
図
録　

pp.8-18

神
啓
崇
二
〇
一
七
「
擬
似
鋲
を
施
す
馬
具
」『
ア
ー
キ
オ
・
ク
レ
イ
オ(A

rchaeo-Clio)

』
第
一
四

号
神
啓
崇
・
西
幸
子
・
桃
崎
祐
輔
二
〇
一
八
「
岩
戸
山
古
墳
石
馬
の
馬
装
研
究
」『
古
文
化
談
叢
』

第
八
一
集　

九
州
古
文
化
研
究
会  pp.51-78

第
三
次
沖
ノ
島
学
術
調
査
隊
一
九
七
九
『
宗
像　

沖
ノ
島
』
宗
像
大
社
復
興
期
成
会

高
槻
市
立
今
城
塚
古
代
歴
史
館
二
〇
一
六
『
継
体
大
王
と
筑
紫
君
磐
井
』
今
城
塚
古
代
歴
史
館
開

館
五
周
年
記
念
特
別
展

高
野
政
昭
一
九
九
〇
「【
資
料
紹
介
】
天
理
参
考
館
所
蔵
の
透
彫
心
葉
形
鏡
板
に
つ
い
て
」『
天
理

参
考
館
報
』
第
三
号　

天
理
大
学
出
版
部　

pp.48-53

高
野
政
昭
一
九
九
一
「
天
理
参
考
館
所
蔵
の
竜
文
透
彫
り
鏡
板
に
つ
い
て
」『
天
理
参
考
館
報
』

第
六
号　

天
理
大
学
出
版
部　

pp.155-160

高
橋
克
壽
・
森
下
章
司
一
九
九
五
「
山
津
照
神
社
古
墳
の
調
査
」
京
大
考
古
研
（
編
）『
琵
琶
湖

周
辺
の
六
世
紀
を
探
る
』　pp.3-48

田
中
一
廣
一
九
八
七
「
大
和
・
巨
勢
山
古
墳
群
の
群
構
造
と
性
格
（
一
）」『
花
園
史
学
』
八　

考

古
学
特
輯
号

田
中
一
廣
一
九
九
七
「
子
持
扁
圓
剣
菱
形
の
装
飾
―
大
和
・
河
内
・
筑
紫
の
一
馬
装
―
」『
古
文

化
論
叢　

伊
達
先
生
古
希
記
念
論
集
』
伊
達
先
生
古
希
記
念
論
集
刊
行
会　

pp.295-308

千
賀
久
・
鹿
野
吉
則
ほ
か
一
九
九
〇
『
斑
鳩　

藤
ノ
木
古
墳　

第
一
次
調
査
報
告
書
』
斑
鳩
町
教

育
委
員
会

天
理
大
学
・
天
理
教
道
友
社
編
一
九
八
八
『
ひ
と
も
の
こ
こ
ろ
』

榛
原
町
教
育
委
員
会
一
九
八
六
『
静
岡
県
榛
原
町　

仁
田
山
ノ
崎
古
墳
―
出
土
品
保
存
処
理
報
告
』

比
佐
陽
一
郎
一
九
九
二
「
埴
輪
馬
の
馬
具
」『
考
古
学
と
生
活
文
化
』
同
志
社
大
学
考
古
学
シ
リ
ー
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ズ
Ⅴ　

同
志
社
大
学
考
古
学
シ
リ
ー
ズ
刊
行
会　

森
浩
一
編　

pp.279-289
藤
田
和
尊
二
〇
〇
三
「
大
形
群
集
墳
と
し
て
の
巨
勢
山
古
墳
群
の
性
格
」『
古
代
近
畿
の
物
流
の

考
古
学
』
学
生
社　

pp.215-224

益
田
勝
実
一
九
七
六
『
秘
儀
の
島　

日
本
の
神
話
的
創
造
力
』
筑
摩
書
房

松
浦
宇
哲
二
〇
〇
四
「
花
文
付
馬
具
の
編
年
と
系
譜
」『
古
文
化
談
叢
』
第
五
〇
集
発
刊
記
念
論

集
（
下
）
九
州
古
文
化
研
究
会　

pp.65-79

松
浦
宇
哲
二
〇
〇
五
「
福
岡
県
王
塚
古
墳
の
出
現
に
み
る
地
域
間
交
流
の
変
容
」『
待
兼
山
考
古

学
論
集
―
都
出
比
呂
志
先
生
退
任
記
念
―
』
大
阪
大
学
考
古
学 

研
究
室　

pp.657-670

松
浦
宇
哲
二
〇
〇
五
「
三
葉
文
楕
円
形
杏
葉
の
編
年
と
分
析

－

金
銅
装
馬
具
に
み
る
多
元
的
流
通

ル
ー
ト
の
可
能
性
」『
井
ノ
内
稲
荷
塚
古
墳
の
研
究
』
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
考
古
学
研
究
報

告　

第
三
冊　

pp.525-538

宮
代
栄
一
一
九
九
五
「
宮
崎
県
出
土
の
馬
具
の
研
究
」『
九
州
考
古
学
』
第
七
〇
号　

九
州
考
古

学
会　

pp.19-43

宮
代
栄
一
二
〇
〇
三
「
古
墳
時
代
に
お
け
る
尻
繋
構
造
の
復
原
―
馬
装
が
示
す
も
の
―
」

『H
O

M
IN

ID
S

』V
ol.3

宮
代
栄
一
二
〇
一
六
「
群
馬
県
高
崎
市
観
音
塚
古
墳
出
土
馬
具
の
再
検
討
」『
埼
玉
考
古
』
第
六

一
号　

埼
玉
考
古
学
会

名
神
高
速
道
路
内
遺
跡
調
査
会
一
九
九
八
『
梶
原
古
墳
群
発
掘
調
査
報
告
書
』
名
神
高
速
道
路
遺

跡
調
査
会
調
査
報
告
書　

第
四
集

桃
﨑
祐
輔
二
〇
〇
一
「
棘
葉
形
杏
葉
・
鏡
板
の
変
遷
と
そ
の
意
義
」『
筑
波
大
学
先
史
学
・
考
古

学
研
究
』
一
二　

pp.1-36

桃
﨑
祐
輔
二
〇
〇
二
「
６　

笊
内
三
七
号
墓
出
土
馬
具
か
ら
復
元
さ
れ
る
馬
装
に
つ
い
て
」「
福

島
県
内
古
墳
時
代
金
工
遺
物
の
研
究
―
笊
内
古
墳
群
出
土
馬
具
・
武
具
・
装
身
具
等　

真
野
古

墳
群
Ａ
地
区
二
〇
号
墳
等
、
金
銅
製
双
魚
佩
の
研
究
復
元
製
作
」（
復
元
製
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
）『
福
島
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
白
河
館　

研
究
紀
要
二
〇
〇
一
』pp.36-74

桃
﨑
祐
輔
二
〇
〇
三
「
斑
鳩
藤
ノ
木
古
墳
出
土
馬
具
の
再
検
討
―
三
セ
ッ
ト
の
馬
装
が
語
る
六
世

紀
末
の
政
争
と
国
際
関
係
―
」『
市
民
の
古
代
研
究
会
・
関
東
』
第
三
回
講
演　

pp.80-160

桃
﨑
祐
輔
二
〇
一
二
「
大
塚
南
古
墳
の
花
形
鏡
板
付
轡
の
検
討
」『
馬
越
長
火
塚
古
墳
群
』
豊
橋

市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
一
二
〇
集　

豊
橋
市
教
育
委
員
会　

pp.281-297

桃
﨑
祐
輔
二
〇
一
七「
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
か
ら
み
た
三
女
神
伝
説
と
舶
載
文
物
」『
季
刊
邪
馬
台
国
』

二
〇
一
七
年
七
月
号　

pp.42-55

桃
﨑
祐
輔
二
〇
一
八
ａ
「
新
羅
系
忍
冬
唐
草
文
鏡
板
付
轡
・
透
彫
杏
葉
の
検
討
」『
日
韓
交
渉
の

考
古
学
―
古
墳
時
代
―
（
最
終
報
告
論
考
編
）』　pp.808-843

桃
﨑
祐
輔
二
〇
一
八
ｂ
「
沖
ノ
島
の
馬
具
」『
世
界
の
な
か
の
沖
ノ
島
』　

春
成
秀
爾
編　

季
刊
考

古
学
別
冊
二
七　

pp.55-60

桃
﨑
祐
輔
二
〇
二
〇
「
筑
前
宗
像
郡
津
屋
崎
町
發
見
」
の
双
龍
文
鏡
板
の
検
討
―
慕
容
鮮
卑
三
燕
・

朝
鮮
三
国
・
倭
国
を
つ
な
ぐ
金
工
の
系
譜
―
」『
福
岡
大
学
考
古
学
論
集
三
―
武
末
純
一
先
生

退
職
記
念
―
』
武
末
純
一
先
生
退
職
記
念
事
業
会　

pp.455-483

森
下
章
司
・
高
橋
克
壽
・
吉
井
秀
夫
一
九
九
五
「
鴨
稲
荷
山
古
墳
出
土
遺
物
の
調
査
」
京
大
考
古

研
（
編
）『
琵
琶
湖
周
辺
の
六
世
紀
を
探
る
』pp.49-72

八
木
勝
行
二
〇
〇
七
「
67 

八
幡
二
号
墳
」『
藤
枝
市
史　

資
料
編
１　

考
古
』
藤
枝
市
史
編
さ
ん

委
員
会　

pp.364-371

山
口
裕
平
二
〇
〇
四
「
箕
田
丸
山
古
墳
出
土
馬
具
の
検
討
―
面
繋
と
尻
繋
の
復
元
を
中
心
に
―
」

『
長
崎
県
・
景
華
園
遺
跡
の
調
査　

福
岡
県
京
都
郡
に
お
け
る
二
古
墳
の
調
査
―
箕
田
丸
山
古
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墳
及
び
庄
屋
塚
古
墳
―
佐
賀
県
・
東
十
郎
古
墳
群
の
研
究
―
補
遺
編
―
』
福
岡
大
学
人
文
学
部

考
古
学
研
究
室　

pp.124-135

山
本
孝
文
二
〇
一
四
「
初
源
期
獅
嚙
文
帯
金
具
に
み
る
製
作
技
術
と
文
様
の
系
統
―
長
野
県
須

坂
市
八
丁
鎧
塚
二
号
墳
の
帯
金
具
か
ら
―
」『
日
本
考
古
学
』
第
三
八
号　

日
本
考
古
学
協
会　

pp.19-32

行
橋
市
教
育
委
員
会
二
〇
〇
二
『
徳
永
泉
古
墳
・
徳
永
法
師
ケ
坪
遺
跡　

福
岡
県
行
橋
市
大
字
徳

永
所
在
遺
跡
の
発
掘
調
査
報
告
』
行
橋
市
文
化
財
調
査
報
告
書　

第
三
〇
集

米
田
敏
幸
一
九
九
六
「
後
期
横
穴
式
石
室
墳
の
再
検
討
―
河
内
愛
宕
塚
古
墳
の
石
室
構
造
か
ら
―
」

『
古
代
学
研
究
』
一
三
四　

古
代
學
研
究
会　

pp.26-33

韓
国
文
献

慶
南
考
古
學
研
究
所
・
昌
寧
郡
二
〇
〇
一
『
昌
寧　

桂
城　

新
羅
高
塚
群
』
慶
南
考
古
學
研
究
所　

遺
蹟
發
掘
調
査
報
告
書
』

慶
南
考
古
學
研
究
所
二
〇
〇
五
『
昌
寧
末
屹
里
遺
蹟
』
慶
南
考
古
學
研
究
所
遺
蹟
発
掘
調
査
報
告

書
国
立
慶
州
博
物
館
二
〇
一
〇
『
慶
州　

鶏
林
路
一
四
號
墳
』

湖
巖
美
術
館
一
九
九
七
『
湖
巖
美
術
館　

所
蔵　

金
東
鉉
蒐
集
文
化
財
』
三
星
文
化
財
団

崔
正
凡
二
〇
一
八
「
所
謂
皇
龍
寺
型
帯
装
飾
具
の
再
検
討
」『
嶺
南
考
古
学
』
八
二　

嶺
南
考
古

学
会　

pp.125-153

張
允
禎
二
〇
〇
五
「
韓
国
固
城
松
鶴
洞
古
墳
出
土
馬
具
に
関
す
る
検
討
」『
朝
鮮
古
代
研
究
』
第

六
号　

pp.21-34

李
漢
祥
一
九
九
六「
六
世
紀
代
新
羅
の
帯
金
具
―＇
樓
岩
里
型＇
帯
金
具
の
設
定
」『
韓
国
考
古
学
報
』

三
五　

韓
国
考
古
學
會　

pp.51-78

李
漢
祥
一
九
九
九
「
七
世
紀
前
半
の
新
羅
帯
金
具
に
対
す
る
認
識
＇
皇
龍
寺
型
帯
金
具
＇
の
設
定
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